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６
．
滦
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兵
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一
九
一
一
年
十
月
、
南
方
各
省
の
保
路
運
動（

1
）が
武
昌
の
蜂
起
を
連
動
し
、
清

王
朝
の
終
焉
を
告
げ
る
辛
亥
革
命
が
始
ま
っ
た
。
清
政
府
は
政
局
の
安
定
を
図
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
皇
族
内
閣
を
解
散
し
て
立
憲
を
約
束
す
る
一
方
、
い
っ
た
ん

失
脚
さ
せ
た
袁
世
凱
を
再
度
起
用
し
、
第
二
代
目
の
内
閣
総
理
大
臣
に
任
命
し
た

（
十
一
月
一
日
）。
袁
の
軍
事
面
に
お
け
る
実
力
を
頼
り
に
反
乱
軍
の
鎮
定
を
目
論

ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
袁
は
清
朝
廷
の
意
向
に
従
わ
ず
、
部
下
の
段
祺
瑞
、

馮
国
璋
を
革
命
の
鎮
圧
に
向
か
わ
せ
つ
つ
、
秘
密
使
者
蔡
廷
幹
、
唐
紹
儀
を
武
昌
、

上
海
に
派
遣
し
、
南
方
政
府
代
表
と
の
接
触
、
会
談
を
試
み
た
。
十
二
月
一
八
日
、

第
一
回
南
北
密
談
は
上
海
の
英
租
界
で
行
わ
れ
、
袁
は
「
立
憲
君
主
制
」
の
樹
立

を
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
、
南
方
政
府
と
の
妥
協
を
探
っ
た
。

一
方
、
日
本
に
い
る
君
主
立
憲
派
の
領
袖
康
有
為
と
梁
啓
超
も
、
革
命
後
、
立

憲
政
治
の
機
会
が
到
来
し
た
と
見
て
、
国
内
の
情
勢
変
化
を
見
守
り
つ
つ
、
立
憲

の
姿
勢
を
見
せ
る
袁
の
動
き
を
注
意
深
く
見
守
っ
た
。
袁
も
最
初
か
ら
梁
啓
超
ら

立
憲
派
勢
力
の
影
響
を
利
用
し
て
足
元
を
固
め
る
心
算
が
有
り
、
梁
の
使
者
羅
瘿

公
に
対
し
、「
予
は
出
馬
し
た
時
か
ら
君
主
立
憲
制
を
目
指
し
、
い
ま
で
も
い
さ
さ

か
の
変
化
も
な
い
」

 

（
2
）と
、
康
、
梁
派
に
秋
波
を
送
っ
た
。

袁
の
真
の
目
的
は
、
共
和
制
か
立
憲
君
主
制
か
の
政
治
体
制
の
撰
択
に
で
は
な
く
、

の
ち
大
統
領
の
ポ
ス
ト
と
引
き
換
え
に
や
す
や
す
と
革
命
派
と
握
手
し
た
結
果
を
見
れ

ば
、
清
朝
廷
と
革
命
派
の
対
立
を
利
用
し
て
自
ら
の
出
世
道
を
築
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

対
し
て
、梁
啓
超
は
、革
命
の
乱
に
乗
じ
て
、北
京
政
権
を
乗
っ
取
り
政
府
の
資
政
院
（
朝

廷
の
御
用
立
憲
準
備
機
構
）
を
利
用
し
て
国
会
を
開
く
政
変
構
想
を
持
っ
て
い
た
。

梁
啓
超
の
立
憲
政
変
の
構
想
は
辛
亥
革
命
の
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
具
体
的

な
案
は
、
一
九
一
一
年
秋
頃
に
行
う
予
定
の
「
永
平
秋
操
」
の
時
期
を
利
用
し
、

第
六
鎮
（
師
団
）
統
制
呉
禄
貞
等
の
新
軍
を
動
員
し
て
北
京
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ

す
内
容
と
言
わ
れ
る（

3
）。不
穏
を
感
じ
た
朝
廷
は
呉
禄
貞
部
隊
の
出
動
を
差
し
止
め
、

ま
た
武
昌
蜂
起
（
辛
亥
革
命
）
の
衝
撃
で
永
平
秋
操
そ
の
も
の
も
中
止
さ
せ
た
が
、

既
に
熟
成
し
た
政
変
の
勢
い
を
、
こ
れ
で
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

孫
文
、
黄
興
ら
共
和
派
主
導
の
辛
亥
革
命
に
対
し
て
、
梁
は
革
命
に
よ
る
天
下
の

大
変
動
に
興
奮
す
る
が
、
排
満
、
共
和
制
を
目
指
す
政
治
目
的
及
び
革
命
派
内
部
の

分
裂
、
軍
事
面
の
弱
さ
な
ど
の
観
察
か
ら
、
革
命
派
側
が
単
独
で
こ
の
歴
史
的
局
面

を
乗
り
き
れ
な
い
と
見
て
い
た
。
も
し
南
（
革
命
派
）、
北
（
朝
廷
、
袁
世
凱
）
政
府
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が
対
立
し
て
内
戦
が
起
る
と
、
立
憲
す
る
ど
こ
ろ
か
、
諸
外
国
の
勢
力
が
間
に
入
り
、

漁
夫
の
利
を
得
る
こ
と
に
な
る
。「
革
命
党
が
満
人
を
殺
し
尽
く
す
時
、
す
な
わ
ち
中

国
分
割
の
始
ま
り
」、
よ
っ
て
、
目
下
の
政
治
目
標
は
、
満
人
の
駆
除
（
駆
除
韃
虜
）

で
は
な
く
、
即
時
国
会
を
開
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
皇
室
の
進
退
は
あ
え
て

問
う
必
要
は
な
く
、
一
旦
政
権
を
国
会
の
手
に
移
せ
ば
、
皇
帝
を
生
か
し
て
も
実
権

は
な
く
、
か
つ
そ
の
去
就
も
国
会
の
議
決
に
よ
る
だ
ろ
う
、
と
梁
は
考
え
る（
4
）。

十
月
二
七
日
、
事
前
の
梁
党
の
秘
密
工
作
が
功
を
奏
し
た
か
、
北
洋
新
軍
第

二
十
鎮
統
制
張
紹
曽
に
よ
る
立
憲
要
求
の
「
滦
州
兵
諌
」
が
発
生
し
た
。
張
は
武

力
を
背
景
に
清
政
府
に
国
会
即
時
開
設
の
“
十
二
箇
条
政
綱
”（5
）を
押
し
つ
け
、
こ

の
枕
元
の
政
変
は
南
方
革
命
軍
と
の
戦
い
に
苦
し
ん
で
い
た
清
王
朝
に
さ
ら
な
る

震
撼
を
与
え
た
。
慌
て
た
朝
廷
は
張
紹
曽
の
鎮
撫
、
説
得
の
た
め
二
九
日
、
保
定

に
あ
る
第
六
鎮
統
制
、
張
の
親
友
呉
禄
貞
を
滦
州
に
派
遣
し
た
が
、
こ
の
朝
廷
の

頼
み
の
綱
に
な
っ
た
呉
禄
貞
こ
そ
、
十
一
年
前
の
自
立
軍
蜂
起
の
時
か
ら
、
梁
党

の
一
員
と
し
て
戦
い
、ま
た
こ
の
夏
に
行
わ
れ
た
「
永
平
秋
操
」
の
挙
兵
密
謀
の
中
、

挙
兵
連
合
軍
の
司
令
官
と
目
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た（
6
）。「
滦
州
兵
諌
」
の
中
心
人

物
は
「
士
官
三
傑
」
と
言
わ
れ
る
呉
禄
貞
、
張
紹
曽
、
藍
天
蔚
で
あ
り
、
と
も
に

日
本
陸
軍
士
官
学
校
の
出
身
で
あ
っ
た
。

呉
禄
貞
は
日
本
陸
軍
士
官
学
校
の
清
国
留
学
生
の
第
一
期
（
四
〇
名
、
日
本
陸

士
十
三
期
に
相
当
）
で
あ
り
、
同
期
に
は
張
紹
曽
、
一
期
下
（
二
五
名
）
に
藍
天

蔚
が
い
た
。
一
八
九
八
年
暮
（
光
緒
二
四
年
十
一
月
）、
湖
広
総
督
張
之
洞
に
派
遣

さ
れ
日
本
に
渡
っ
た
が
、
翌
年
一
月
二
十
日
陸
士
の
予
備
校
に
当
た
る
成
城
学
校

の
新
設
清
国
留
学
生
部
に
入
学
し
、
一
九
〇
〇
年
七
月
卒
業
し
た（
7
）。
さ
ら
に
近

衛
師
団
で
の
軍
事
実
習
を
へ
て
一
九
〇
〇
年
一
二
月
陸
軍
士
官
学
校
の
留
学
生
部

第
一
期
生
と
し
て
一
年
間
在
籍
し（
8
）、
一
九
〇
一
年
十
一
月
卒
業
し
翌
年
四
月
帰

国
し
た（
9
）。
唐
才
常
に
従
っ
て
帰
国
し
、
自
立
軍
蜂
起
に
参
加
し
て
い
た
の
は
、

一
九
〇
〇
年
の
八
月
、
ち
ょ
う
ど
成
城
学
校
を
卒
業
し
、
近
衛
師
団
の
実
習
が
始

ま
る
前
の
間
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
成
城
学
校
と
士
官
学
校
に
お
け
る
留
学
生
部

の
学
制
も
学
級
も
、日
本
人
の
正
規
生
と
違
い
、在
籍
期
間
は
約
半
分
と
短
か
っ
た
。

い
わ
ば
、
清
国
、
韓
国
人
留
学
生
の
た
め
の
速
成
コ
ー
ス
で
あ
る
。

７
．
立
憲
派
と
滦
州
兵
諌
の
関
わ
り

梁
は
事
件
公
表
の
当
日
（
十
月
二
九
日
、旧
暦
九
月
八
日
）、兄
弟
子
徐
君
勉
（
勤
）

に
「
北
洋
軍
を
利
用
し
て
政
権
を
転
覆
し
、
即
時
国
会
を
開
き
て
革
命
党
を
安
堵

せ
し
め
、是
則
国
救
わ
る
べ
し
、否
な
ら
ば
亡
国
を
待
つ
の
み
。
時
期
既
に
成
熟
し
、

余
も
即
時
現
地
入
り
、
数
万
金
会
所
に
到
着
後
、
電
信
で
送
付
せ
よ
」（
10
）、
と
電

報
を
打
ち
、
ま
た
長
文
の
書
簡
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
「
奇
功
」
を
狙
う
行
動
計

画
の
仔
細
を
示
し
、
自
ら
も
「
束
装
待
発
」、
帰
国
を
準
備
し
て
い
る
と
伝
え
た
。

即
ち
、「
ま
ず
北
京
の
禁
衛
軍
（
協
統
良
弼
）
の
反
乱
を
策
動
し
て
、
載
慶
、
載
沢

ら
旧
勢
力
を
駆
除
し
て
載
涛
（
光
緒
帝
の
異
母
弟
）
を
総
理
に
擁
立
し
、
盛
宣
懐

（
郵
傳
部
大
臣
）
を
殺
し
て
そ
の
罪
を
天
下
に
謝
し（
11
）、
即
日
国
会
を
開
く
。
ま
た
、

資
政
院
を
利
用
し
て
皇
帝
に
『
罪
已
詔
』（
皇
帝
の
公
式
謝
罪
声
明
）
を
出
さ
せ
る

と
同
時
に
、
即
時
南
方
の
討
伐
軍
を
撤
収
さ
せ
、
国
会
代
表
を
派
遣
し
て
叛
軍
（
革

命
派
）
と
交
渉
し
、
そ
の
降
伏
と
譲
歩
を
迫
る
」、
と
い
う
案
で
あ
る
。
も
し
こ
の

政
変
計
画
が
う
ま
く
い
け
ば
、
武
昌
の
蜂
起
の
乱
を
憲
政
を
開
く
端
緒
に
利
用
で

き
、
梁
の
話
で
い
え
ば
、「
因
禍
（
革
命
）
得
福
（
立
憲
）」
で
あ
る（
12
）と
い
う
。

書
簡
に
あ
る
梁
啓
超
自
身
の
話
に
よ
る
と
、
こ
の
計
画
は
「
年
来
の
経
画
」
に
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沿
う
も
の
で
あ
っ
た
、

吾
党
は
、
昨
年
の
活
動
経
費
を
す
べ
て
費
や
し
…
他
に
、
第
六
鎮
〔
保
定
〕
統

制
呉
禄
貞
（
こ
の
人
は
唐
才
常
に
協
力
し
た
者
）
も
説
得
し
、
一
切
の
手
は
ず
は

ほ
ぼ
整
っ
て
い
た
。
…
余
が
二
ヶ
月
前
に
差
し
出
し
た
手
紙
に
、
九
、十
月
の
間
、

非
常
な
慶
事
あ
る
べ
し
と
い
っ
た
が
、
蓋
し
此
件
を
暗
示
し
て
い
た
、
…
秘
密
厳

守
の
約
束
で
貴
兄
に
仔
細
を
述
べ
な
か
っ
た
が
。
今
度
は
事
態
急
発
、
す
べ
て
計

画
通
り
に
行
か
な
い
が
、
機
を
逃
さ
ず
行
動
を
起
こ
す
べ
き
と
思
う（

13
）

こ
の
部
分
は
、
梁
啓
超
が
前
の
「
永
平
秋
操
」
の
謀
議
や
、
後
の
「
滦
州
兵
諌
」

に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
重
要
な
証
拠
で
、
内
容
を
整
理
す
れ
ば
、
梁
は
二
か
月
ほ

ど
前
（
八
月
頃
）
の
書
簡
に
お
い
て
徐
君
勉
に
九
、十
月
の
「
慶
事
」、（
永
平
秋
操

の
挙
兵
か
）、を
暗
示
し
て
お
り
、今
度
の
滦
州
兵
諌
の
突
発
は
、想
定
外
の
「
事
態
」

で
、必
ず
し
も「
計
画
通
り
」に
行
か
な
い
が
、時
期
を
逃
さ
ず
す
ぐ
行
動
す
べ
き
だ
、

と
梁
は
判
断
し
た
。

「
永
平
秋
操
」
の
挙
兵
計
画
は
、
い
つ
、
誰
と
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
謀
議
さ

れ
た
か
、
推
測
、
回
想
以
外
、
確
か
な
記
録
資
料
は
な
い
。
張
国
淦
編
《
辛
亥
革

命
史
料
》
は
複
数
の
証
言
を
採
用
し
て
お
り
、
み
な
辛
亥
革
命
後
の
滦
州
兵
諌
に

つ
い
て
の
記
述
で
あ
り
、
そ
の
前
の
「
永
平
秋
操
」
の
謀
議
に
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
近
年
、「
永
平
秋
操
」
の
謀
議
が
提
起
さ
れ
、
趙
潤
生
、
馬
亮
寛
が
そ
の
代
表

著
《
辛
亥
滦
州
兵
谏
与
滦
州
起
义
》
に
複
数
回
こ
の
挙
兵
計
画
を
取
り
上
げ
て
い

る
が
、
し
か
し
根
拠
と
な
っ
た
の
は
鹿

麟
《
滦
州
起
义
的
前
前
后
后
》
に
あ
る

一
家
の
回
顧
談
に
過
ぎ
な
い（

14
）。
他
に
、顧
恒
敬
著
《
北
洋
政
府
国
务
总
理
张
绍
曾
》

の
年
表
に
、「
八
月
九
月
、
張
紹
曾
、
呉
禄
貞
、
藍
天
蔚
、
永
平
秋
操
に
乗
じ
て
挙
兵
、

北
京
占
領
を
密
謀
」（

15
）
と
、
日
に
ち
ま
で
特
定
し
て
い
た
が
、
や
は
り
根
拠
を
示

し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、「
永
平
秋
操
」
の
挙
兵
計
画
は
存
在
し
た
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、
現
有
の
記
録
史
料
か
ら
立
証
で
き
な
い
難
点
が
あ
る
。

し
か
し
、
以
上
に
示
し
た
梁
の
書
簡
を
み
る
と
、
こ
の
話
は
た
だ
の
物
語
で
は

な
く
、
梁
党
一
派
は
挙
兵
に
つ
い
て
、
呉
禄
貞
や
、
良
弼
、
あ
る
い
は
軍
諮
大
臣

の
載
涛
と
の
間
に
何
ら
か
の
密
謀
議
か
、
暗
黙
の
了
解
か
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
こ
の
工
作
の
筋
は
、
梁
啓
超
（
謀
議
）、
載
涛
（
対
象
）
の
線
で
行
わ

れ
、
新
軍
（
呉
禄
貞
）
だ
け
で
は
な
く
、
禁
衛
軍
（
良
弼
）
も
利
用
の
対
象
で
あ
っ

た
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
永
平
秋
操
」
の
謀
議
は
事
実
で
あ
り
、
か
つ
今
ま
で
言
わ

れ
る
よ
う
な
新
軍
内
部
（
士
官
三
傑
）
に
よ
る
革
命
蜂
起
の
謀
議
で
は
な
く
、
梁

啓
超
党
の
工
作
員
も
関
わ
っ
た
、
立
憲
の
た
め
の
宮
廷
政
変
の
謀
議
で
あ
っ
た
。

結
局
政
変
の
計
画
は
、
辛
亥
革
命
の
勃
発
と
永
平
秋
操
の
取
り
や
め
に
よ
っ
て

不
発
に
終
わ
っ
た
が
、
梁
党
も
新
軍
の
呉
禄
貞
ら
も
諦
め
ず
、
む
し
ろ
武
昌
蜂
起

の
革
命
情
勢
を
利
用
し
て
、
再
び
政
変
の
時
期
を
狙
っ
た
。
韓
鋒
は
《
武
昌
起
義

後
在
京
党
人
的
活
動
》
の
文
章
の
中
に

武
昌
蜂
起
下
で
政
局
不
安
の
間
、
梁
啓
超
は
湯
済
武
、
林
長
民
等
立
憲
党

人
を
招
い
て
会
議
を
開
き
、
清
朝
廷
の
高
官
例
え
ば
、
軍
諮
大
臣
載
涛
、
民

政
大
臣
善
耆
、
陸
軍
大
臣
蔭
昌
、
禁
衛
軍
都
統
良
弼
等
か
ら
代
表
を
寄
越
し

会
議
に
列
席
し
た
。
会
場
で
は
、
朝
廷
に
圧
力
を
か
け
即
時
立
憲
の
声
明
を

頒
布
さ
せ
る
主
張
が
大
数
を
占
め
た
。
散
会
後
、
載
涛
は
使
者
を
遣
わ
し
梁

に
意
見
を
徴
し
、
い
わ
く
満
人
の
中
頑
固
の
輩
が
多
く
、
憲
法
の
ス
ム
ー
ス

な
頒
布
は
容
認
し
な
い
だ
ろ
う
。
武
力
を
背
景
に
朝
廷
に
譲
歩
を
逼
る
軍
の

有
力
者
を
担
ぎ
出
せ
な
い
か
。
そ
こ
で
、
梁
啓
超
は
張
敬
輿
（
紹
曽
）
を
推

薦
し
、
其
名
も
“
立
憲
党
”
の
リ
ス
ト
に
加
え
た
。
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と
、
立
憲
を
要
求
す
る
滦
州
兵
諌
は
梁
に
よ
る
謀
略
で
あ
る
と
描
い
て
い
る（
16
）。

興
味
深
い
話
だ
が
、
証
拠
が
な
い
の
が
難
点
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
上
記
梁
の
書
簡

に
み
る
滦
州
兵
諌
後
梁
啓
超
の
素
早
い
対
応
と
照
合
す
れ
ば
、
や
は
り
韓
鋒
の
文

章
は
、
た
だ
の
推
測
、
物
語
で
は
な
い
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
徐
君
勉
宛

の
書
簡
の
冒
頭
に
梁
は
「
昨
日
（
十
月
二
八
日
）
朝
す
で
に
手
紙
を
出
し
、
今
日

も
電
文
を
送
付
し
た
」
と
記
し
て
い
る
が
、
日
付
を
確
め
れ
ば
、
梁
は
事
件
が
明

る
み
に
出
る
（
二
九
日
）
前
に
、徐
君
勉
に
そ
の
発
生
を
予
告
し
た
事
実
が
分
か
る
。

ま
た
、「
も
っ
と
も
、
手
紙
が
着
い
た
時
に
は
、
も
う
政
変
発
表
の
後
か
も
知
れ
な

い
」
と
の
文
句
も
あ
り
、「
こ
の
十
数
日
間
、
各
重
要
な
メ
ン
バ
ー
は
す
で
に
『
北
』

に
入
り
、
余
も
今
帰
国
の
準
備
を
整
え
て
い
た
。
此
書
が
貴
兄
の
目
に
触
れ
る
時
、

弟
は
中
国
の
土
地
を
踏
ん
で
い
た
は
ず
」
と
も
記
し
て
い
る（
17
）。

こ
の
よ
う
に
、
梁
啓
超
は
事
前
に
滦
州
兵
諌
の
発
生
を
把
握
し
て
お
り
、
ま
た
、

秘
密
保
持
の
た
め
そ
の
内
容
を
最
後
ま
で
兄
弟
子
の
徐
君
勉
（
康
有
為
の
側
近
）

に
知
ら
せ
な
か
っ
た
。
徐
に
秘
密
に
し
た
理
由
は
、
師
康
有
為
か
ら
の
余
計
な
牽

制
や
、
秘
密
漏
洩
を
避
け
た
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
武
昌
蜂
起
（
辛
亥
革
命
）
の
あ
と
、
梁
啓
超
は
自
党
の

同
志
を
動
か
し
、
呉
禄
貞
（
新
軍
）、
載
涛
（
朝
廷
）、
禁
衛
軍
（
良
弼
）
の
線
で

工
作
を
進
め
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
事
実
で
あ
り
、
張
紹
曽
に
よ
る
滦
州
兵

諌
は
梁
派
の
直
接
の
計
画
内
容
で
は
な
い
に
し
て
も
、
現
地
に
潜
入
し
た
梁
党
の

工
作
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

最
近
の
研
究
で
は
、
滦
州
兵
諌
を
孫
文
の
辛
亥
革
命
の
線
で
解
釈
し
、
よ
っ
て

呉
禄
貞
を
辛
亥
革
命
の
英
雄
、
革
命
家
と
描
く
論
が
主
流
で
あ
る（
18
）。
し
か
し
、

い
ず
れ
も
呉
禄
貞
と
朝
廷
内
部
の
新
派
勢
力
載
涛
、
良
弼
等
と
の
関
係
，
新
軍
と

禁
衛
軍
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
解
釈
は
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
矛
盾
が
多
い
。

董
方
奎
は
早
く
か
ら
《
论
滦
州
兵
谏
和
士
官
三
杰
》
の
論
文
に
お
い
て
、
呉
禄

貞
ら
「
士
官
三
傑
」
の
両
面
性
を
指
摘
し
、

革
命
派
は
呉
禄
貞
、
張
紹
曽
、
藍
天
蔚
等
を
利
用
し
て
清
朝
廷
専
制
政
治

の
転
覆
を
図
り
、
傍
ら
呉
禄
貞
は
革
命
派
を
安
堵
、
利
用
し
て
自
ら
の
政
治

目
標
に
従
わ
せ
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
呉
は
清
朝
廷
内
部
の
新
派
良
弼
の
庇

護
を
受
け
自
ら
の
勢
力
を
拡
張
し
よ
う
と
し
、
清
朝
廷
内
部
の
新
派
載
涛
、

良
弼
も
日
本
に
い
る
梁
啓
超
と
水
面
下
で
協
力
し
、
呉
禄
貞
の
黒
幕
を
務
め

た
。
呉
禄
貞
等
の
軍
事
力
を
利
用
し
て
、
旧
派
奕
劻
，
載
澤
を
倒
し
、
袁
世

凱
を
駆
逐
し
て
最
高
支
配
権
を
握
り
、
君
主
立
憲
制
を
敷
き
、
…
革
命
を
避

け
よ
う
と
す
る
の
が
、
目
的
で
あ
っ
た（
19
）。

と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
、
革
命
派
、
新
軍
の
実
力
者
、
朝
廷
内
の
新
派
、

旧
派
、
お
よ
び
保
皇
党
康
、
梁
の
間
の
複
雑
な
関
係
を
有
機
的
に
再
現
し
、
特
に

呉
禄
貞
等
新
軍
將
校
と
朝
廷
内
部
の
新
派
載
涛
、
良
弼
の
依
存
、
利
用
関
係
を
析

出
し
た
点
で
、
非
常
に
説
得
力
が
あ
る
と
筆
者
は
感
じ
る
。

ま
た
、
滦
州
兵
諌
兵
の
首
謀
者
張
紹
曽
を
革
命
家
と
み
な
す
論
も
多
い
が
、
挙
兵

の
た
め
張
紹
曽
が
作
成
し
た
「
立
憲
軍
之
義
」
を
見
る
と
、「
立
憲
」
を
最
重
要
な

目
標
に
据
え
、「
忠
君
愛
国
」「
大
同
帝
国
主
義
」を
掲
げ
て
も
、「
革
命
民
族
主
義
」「
革

命
戦
争
」「
革
党
」
と
は
、
は
っ
き
り
と
一
線
を
画
し
た（
20
）。
梁
啓
超
が
新
軍
工
作

に
期
待
と
希
望
を
託
し
た
の
も
、決
し
て
理
由
の
な
い
冒
険
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

８
．
梁
啓
超
の
秘
密
帰
国
と
政
変
の
誤
算

梁
啓
超
は
そ
の
文
才
に
よ
り
、
北
京
政
変
の
餅
を
紙
上
で
う
ま
く
描
い
て
い
た
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辛
亥
革
命
と
犬
養
毅
（
二
） 

─
梁
啓
超
、
岑
春
煊
工
作

─
（
姜
克
實
）

（27）

が
、
問
題
は
実
行
能
力
に
あ
っ
た
。
梁
党
に
は
国
内
で
の
活
動
拠
点
も
軍
事
力
も

な
く
、
全
て
は
少
数
人
の
「
工
作
」、
策
動
を
通
じ
て
「
他
力
」
の
助
け
に
頼
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
工
作
た
め
の
資
金
源
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。「
今

は
妙
手
空
空
、
す
べ
て
天
の
頼
み
の
み
」
と
帰
国
す
る
前
の
梁
は
嘆
く
。
連
絡
の

電
報
代
、
党
人
の
派
遣
は
も
ち
ろ
ん
金
が
か
か
る
が
、
軍
隊
を
動
か
す
と
す
れ
ば
、

更
な
る
桁
違
い
の
大
金
が
必
要
と
な
る
。「
禁
衛
軍
及
び
第
六
鎮
の
腹
心
軍
人
の
協

力
に
口
約
束
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
ぬ
、
数
万
金
を
用
意
し
な
け
れ
ば
、
如
何
に
し

て
相
手
の
歓
心
を
惹
け
る
か
」（

21
）、
梁
は
「
成
敗
の
鍵
」
は
、
資
金
に
あ
る
と
見

て
い
た
。
実
は
梁
帰
国
の
直
前
、
計
画
案
を
事
前
に
徐
君
勉
に
漏
ら
し
た
理
由
も
、

募
金
の
協
力
要
請
の
た
め
で
あ
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
前
後
、
梁
は
事
件
発

生
の
予
告
を
、
庇
護
者
の
犬
養
毅
、
柏
原
文
太
郎
に
も
秘
密
裏
に
知
ら
せ
、
資
金

援
助
を
無
心
し
た
と
思
わ
れ
る
。
前
に
触
れ
た
、
犬
養
、
柏
原
に
よ
る
「
梁
の
帰

国
旅
費
」
の
工
面
も
、
梁
の
要
請
に
答
え
る
た
め
に
違
い
な
い
。

梁
は
、「
今
後
の
一
ヶ
月
は
中
国
の
存
亡
を
決
め
る
大
事
な
時
期
、
機
会
を
逃
す

と
二
度
と
来
ま
い
」
と
見
て
、
北
京
政
変
を
起
こ
す
た
め
「
和
袁
、
慰
革
，
逼
満
、

服
漢
」と
い
う「
我
の
党
の
大
方
針
」を
携
え
て
、十
一
月
四
日
、神
戸
を
発
っ
た
。「
吾

人
同
志
皆
京
に
結
集
、事
成
則
同
建
大
業
、敗
則
同
難
に
帰
さ
ん
」。
出
発
に
際
し
て
、

梁
は
死
を
覚
悟
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

十
一
月
九
日
梁
は
大
連
に
着
き
、
そ
れ
か
ら
奉
天
に
は
い
り
、
迎
え
に
来
た
熊

希
齢
（
秉
丈
）
と
と
も
に
、
滦
州
で
「
百
数
十
」
の
新
軍
に
擁
さ
れ
て
、
堂
々
と

北
京
に
入
る
予
定
だ
っ
た
。
北
京
の
秩
序
さ
え
維
持
出
来
れ
ば
、「
吾
党
」
が
多
数

を
占
め
る
「
資
政
院
」
を
動
か
し
て
「
投
票
」
を
行
い
、「
国
会
」
を
開
き
、
新
し

い
政
権
を
作
れ
る
と
梁
は
楽
観
し
た
。
そ
の
た
め
、
袁
世
凱
よ
り
一
足
先
の
迅
速

入
京
と
北
京
の
治
安
維
持
は
梁
に
と
っ
て
な
に
よ
り
も
一
番
の
緊
要
事
で
あ
っ
た
。

「
い
か
な
る
危
険
を
冒
し
て
も
必
ず
都
入
り
を
果
た
す
」
と
梁
は
決
意
す
る（

22
）。

し
か
し
、
奉
天
に
つ
い
た
十
一
月
十
一
日
、
梁
は
頼
り
に
し
た
第
六
鎮
統
制
呉

禄
貞
が
す
で
に
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
。
梁
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
青
天
の
霹
靂
で

あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
兵
諌
が
発
生
後
、
呉
禄
貞
は
反
乱
軍
「
撫
慰
」
の
朝

廷
命
令
を
受
け
滦
州
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
張
紹
曽
に
会
う
と
、
同
盟
を
結
び
自
ら
の

第
六
鎮
と
「
三
鎮
〔
盧
永
祥
〕）、五
鎮
、二
十
鎮
〔
張
紹
曽
〕、混
成
第
二
協
〔
藍
天
蔚
〕」

の
連
合
軍
（
立
憲
軍
）
を
組
織
し
、朝
廷
が
立
憲
の
要
求
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
、南
、

北
同
時
に
北
京
へ
進
軍
す
る
計
画
を
打
ち
た
て
、
全
国
に
通
電
し
た（

23
）。

十
一
月
三
日
朝
廷
が
示
し
た
答
え
（
資
政
院
に
よ
る
「
十
九
条
信
条
」）（24
）
は
、

張
の
「
十
二
箇
条
の
政
綱
」
に
、
大
日
本
帝
国
憲
法
に
似
て
い
る
よ
う
な
皇
帝
主
権

の
ア
ク
セ
ン
ト
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、「
憲
法
」
と
「
国
会
」
の
権
威
を
確
立

し
、
梁
啓
超
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
不
満
の
な
い
内
容
と
思
わ
れ
る
。
一
説
に
依
れ

ば
、こ
の
資
政
院
の
十
九
条
信
条
は「
任
公〔
梁
啓
超
〕が
庚
戍
俱
乐
の
名
義
を
仮
て
」

作
っ
た
も
の
で
あ
り
「
先
ず
載
涛
が
目
を
通
し
て
か
ら
敬
輿
〔
張
紹
曽
〕
に
密
送
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
張
は
任
公
の
計
画
に
従
い
、
滦
州
兵
諌
を
仕
組
ん
で
か
ら
こ
の

草
案
を
北
京
に
届
け
た
」、
と
い
う（

25
）。
あ
ま
り
に
も
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
の
展
開
で
、

趙
潤
生
と
馬
亮
寛
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
話
に
は
矛
盾
が
多
く
、
あ
ま
り
信
頼
出

来
な
い（

26
）。
一
方
、
そ
の
や
り
く
り
の
過
程
は
と
に
か
く
、「
十
九
条
信
条
」
の
内

容
だ
け
見
れ
ば
、
梁
の
意
思
を
反
映
し
た
案
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い（

27
）。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
朝
廷
の
示
し
た
資
政
院
の
十
九
箇
条
の
答
え
に
対
し
て
、

梁
啓
超
は
全
面
的
に
肯
定
し
、「
若
し
皇
室
が
吾
民
に
誠
実
に
接
し
、
所
謂
十
九
条

信
条
を
、
一
年
数
月
前
、
其
一
、二
で
も
頒
布
せ
し
め
ば
、
吾
民
は
…
断
じ
て
朝
廷
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と
敵
対
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
、
そ
の
出
遅
れ
を
悔
し
が
っ
て
い
た（
28
）。
張
紹
曽
も

こ
の
時
、
朝
廷
が
担
ぎ
出
す
袁
世
凱
内
閣
の
選
出
方
法
（
非
国
会
公
選
）、
大
臣
の

任
命
方
法
（
非
民
選
）、
資
政
院
の
体
制
な
ど
に
憤
り
を
示
す
が
、
十
九
条
信
条
に

対
す
る
批
判
は
見
当
た
ら
な
い（
29
）。
つ
ま
り
、
張
紹
曽
に
立
憲
軍
挙
兵
の
決
意
に

至
ら
せ
た
の
は
、
今
ま
で
よ
く
言
わ
れ
た
、
朝
廷
が
示
し
た
「
十
九
条
信
条
」
の

内
容
に
対
す
る
不
満
で
は
な
く
、
民
意
を
問
う
こ
と
も
選
挙
も
せ
ず
、
朝
廷
の
密
謀

で
似
非
立
憲
の
袁
世
凱
内
閣
を
担
ぎ
出
し
た
行
為
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

十
一
月
五
日
、
張
紹
曽
は
「
立
憲
軍
之
義
」
を
草
し
て
挙
兵
を
決
意
し（
30
）、
閻

錫
山
の
山
西
省
独
立
軍
と
連
合
す
る
た
め
石
家
荘
に
戻
っ
た
呉
禄
貞
も
、
十
一
月
七

日
「
燕
晋
弟
子
一
万
八
千
を
率
て
従
う
べ
し
」
と
、
呼
応
す
る
電
報
を
打
っ
た（
31
）。

し
か
し
、
張
の
優
柔
不
断
と
政
変
計
画
が
外
に
漏
れ
た
た
め
、
朝
廷
側
が
事
前
に

封
じ
込
め
対
応
策
を
講
じ
、
十
一
月
六
日
張
紹
曽
の
第
二
十
鎮
統
制
の
職
が
免
ぜ

ら
れ
た
の
に
続
き
、
翌
日
、
呉
禄
貞
も
石
家
荘
の
駅
で
袁
世
凱
（
一
説
に
よ
れ
ば

良
弼
）
の
刺
客
に
暗
殺
さ
れ
た
。

呉
の
死
で
梁
啓
超
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。「
数
日
来
、
形
勢
刻
々
と
変
転
し
、

在
日
の
計
画
及
び
其
後
の
画
策
大
半
は
成
功
せ
ざ
ら
ん
。
臨
時
応
変
時
局
を
見
守
る

の
み
」と
守
勢
に
転
じ
る
一
方
、「
都
下
無
人
に
等
し
。
旧
内
閣
は
す
で
に
辞
職
せ
り
、

新
内
閣
未
だ
産
ま
れ
ず
、
資
政
院
の
議
員
は
半
分
逃
散
，
…
天
は
我
党
に
助
力
せ
ん

か
」
と
、
危
険
を
承
知
し
て
北
京
入
り
を
目
指
し
た
。
梁
は
奉
天
で
、
督
練
公
所
総

参
議
蒋
方
震
（
趙
爾
巽
の
参
謀
長
）
に
会
い
、「
軍
隊
の
融
通
」
を
打
診
し
た
ほ
か
、

残
る
唯
一
の
希
望
を
、
実
際
接
触
の
な
い
張
紹
曽
、
藍
天
蔚
の
二
人
に
託
し
た
。

吾
人
之
目
的
は
張
（
紹
曽
）、
藍
（
天
蔚
）
に
会
い
、
此
二
軍
現
在
已
に
入

京
し
た
と
聞
く
。
十
日
内
、
都
内
必
乱
、
此
二
軍
頼
り
に
秩
序
を
維
持
し
て

列
強
代
表
と
周
旋
、
転
機
を
待
つ
可
し
。
…
此
計
画
旨
く
行
く
か
、
都
入
ま

で
知
る
由
な
く
、
張
、
藍
二
人
信
用
で
き
る
と
聞
く
。
其
部
下
未
知
数
な
り
、

信
頼
度
は
呉
禄
貞
部
よ
り
劣
ろ
う
。
…
今
此
二
人
を
確
保
し
、
此
二
軍
を
掌

握
す
る
事
頼
み
の
綱
た
ら
ん（
32
）。

だ
が
、
上
京
す
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
も
な
く
十
一
日
、
東
三
省
総
督
趙
爾
巽
に
よ
る

東
北
独
立

─
奉
天
国
民
保
安
会
（
趙
爾
巽
会
長
、
伍
祥
禎
、
呉
景
濂
副
会
長
、
張
作

霖
軍
事
部
副
部
長
）
の
結
成
で
奉
天
の
「
状
況
が
危
急
」
に
転
じ
、
身
の
危
険
を
感
じ

た
梁
は
奉
天
の
日
本
領
事
館
に
身
を
隠
し
た
。「
奉
天
国
民
保
安
会
」
は
、
南
方
各
省

の
独
立
と
対
抗
す
る
た
め
、
趙
爾
巽
が
張
作
霖
と
謀
っ
て
立
ち
上
げ
た
似
非
革
命
の
組

織
で
、
実
質
上
の
勤
王
組
織
で
あ
っ
た
。
梁
自
身
も
、「
勤
王
」
の
意
味
で
奉
天
国
民

保
安
会
の
結
成
に
反
対
せ
ず
、
情
勢
が
安
定
す
れ
ば
趙
爾
巽
と
会
う
予
定（
33
）
も
し
て

い
た
が
、
し
か
し
、
地
方
の
政
変
に
関
与
す
る
の
は
梁
の
目
的
で
は
な
か
っ
た
。

趙
爾
巽
の
保
守
、
頑
迷
に
加
え
、
張
作
霖
も
奉
天
巡
防
営
の
軍
隊
を
背
景
に
保

安
会
を
操
作
し
て
い
た
た
め
、
梁
は
人
質
に
と
ら
れ
る
危
険
を
感
じ
た
。
こ
の
間
、

北
京
入
り
の
た
め
、
梁
を
迎
え
に
来
た
熊
希
齢
は
大
連
に
た
ど
り
着
い
た
が
、
情

勢
を
「
大
危
」
と
見
て
奉
天
入
り
を
見
送
り
、
十
一
月
一
二
日
、
電
報
や
電
話
で

し
き
り
に
梁
の
「
即
時
脱
出
」
を
催
促
し
た
。
ま
も
な
く
梁
も
「
今
夜
密
報
あ
り
、

軍
は
吾
人
擁
立
し
て
独
立
宣
告
せ
ん
と
す
」「
…
明
朝
、
即
時
大
連
に
赴
き
、
去
就

は
追
っ
て
知
ら
せ
る
可
し
」（
34
）と
奉
天
脱
出
を
決
意
す
る
。

奉
天
国
民
保
安
会
の
成
立
宣
言
の
翌
日
（
十
一
月
十
三
日
）、
梁
は
大
連
に
引
き

返
し
た
。
急
遽
脱
出
し
た
理
由
に
は
、
奉
天
の
政
変
に
よ
る
身
の
上
の
危
険
だ
け

で
は
な
い
。
楊
維
新
の
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
大
連
入
り
し
た
梁
の
弟
子
湯
覚
頓
、

羅
瘿
公
か
ら
、
頼
り
に
す
る
「
藍
天
蔚
等
は
決
し
て
梁
に
忠
実
で
は
な
い
」
と
の
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辛
亥
革
命
と
犬
養
毅
（
二
） 

─
梁
啓
超
、
岑
春
煊
工
作

─
（
姜
克
實
）

（29）

情
報
も
入
手
し
て
い
た
。
落
胆
し
た
梁
は
大
連
に
退
避
し
な
が
ら
、
な
お
北
京
入

り
の
夢
を
諦
め
ず
、
藁
に
も
す
が
る
思
い
で
日
本
の
関
東
都
督
府
（
旅
順
）
に
足

を
運
ん
だ
。
い
ざ
北
京
政
変
を
起
こ
せ
ば
、
日
本
の
清
国
駐
屯
軍
に
よ
る
北
京
治

安
維
持
の
相
談
の
た
め
で
あ
る
。
無
理
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
断
念
し
て
日

本
に
戻
っ
た（

35
）。
同
道
し
た
の
は
、湯
覚
頓
、梁
徳
献
、楊
維
新
ほ
か
一
名
で
あ
っ
た
。

神
戸
に
入
港
し
た
記
録
は
十
一
月
一
八
日（

36
）
な
の
で
、
船
中
の
時
間
を
差
し
引
き
、

梁
の
中
国
滞
在
は
一
週
間
に
満
た
な
か
っ
た
。

北
京
の
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
（
立
憲
軍
挙
兵
）
に
つ
い
て
、
梁
党
の
一
派
は
呉
禄

貞
等
新
軍
将
校
と
事
前
の
謀
議
が
あ
っ
た
か
。
ま
た
呉
禄
貞
、
張
紹
曽
、
藍
天
蔚

等
は
、
禁
衛
軍
の
載
涛
、
良
弼
と
も
政
変
の
内
通
、
協
力
の
約
束
が
あ
っ
た
か
、

事
後
談
や
回
想
類
以
外
、
確
か
な
文
字
記
録
史
料
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い（

37
）。
政

変
前
一
九
一
〇
年
の
「
新
秋
」、
梁
啓
超
は
使
者
潘
若
海
を
呉
禄
貞
の
下
に
遣
わ
し
、

紹
介
状
に
て
「
別
れ
て
十
年
」
の
旧
誼
を
温
め
、
呉
を
「
当
代
振
奇
之
士
」「
天
下

蒼
生
所
望
」
と
褒
め
讚
え
た
。「
書
写
不
尽
者
」

─
秘
密
要
件
と
思
わ
れ
る
交
渉

の
内
容

─
に
つ
い
て
、
潘
若
海
と
の
対
面
時
に
伝
え
る
と
書
い
て
い
た（

38
）。
新

軍
工
作
の
謀
議
で
あ
ろ
う
か（

39
）。
し
か
し
、
褒
め
ご
と
を
書
き
連
ね
る
よ
そ
よ
そ

し
い
文
面
や
、
わ
ざ
と
、
呉
禄
貞
と
面
識
が
有
り
、
呉
の
崇
拝
者
で
も
あ
っ
た
潘

若
海
を
送
り
込
ん
だ
こ
と
を
見
れ
ば
、
と
て
も
梁
と
呉
の
間
に
近
い
関
係
が
あ
っ

た
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
梁
啓
超
の
記
録
か
ら
梁
党
に
よ
る
呉
禄
貞
の

新
軍
、
良
弼
の
禁
衛
軍
近
工
作
の
存
在
が
確
認
で
き
る
が
、
ど
こ
ま
で
意
思
疎
通

が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る（

40
）。
梁
の
「
一
厢
情
愿
」
の
工
作
で
あ
る
と
、
馬
亮

寛
は
指
摘
す
る
が
、
無
理
の
な
い
見
方
で
あ
ろ
う
。

梁
啓
超
の
立
憲
政
変
の
た
め
の
秘
密
帰
国
は
、
決
し
て
犬
養
毅
の
工
作
の
結
果
で

は
な
い
が
、
情
報
共
有
と
資
金
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
犬
養
は
事
前
に
こ
の
政
変
の
発

生
を
把
握
し
、
か
つ
そ
の
成
功
を
孫
文
の
革
命
以
上
に
期
待
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

９
．
岑
春
煊
工
作

梁
啓
超
が
大
連
か
ら
日
本
に
脱
出
す
る
船
中
、
十
一
月
一
六
日
、
北
京
入
り
の
袁

世
凱
は
新
内
閣
を
発
足
さ
せ
た
。
閣
僚
の
リ
ス
ト
に
梁
の
名
前
（
副
法
律
大
臣
）
が

載
っ
て
い
た
が
、
梁
は
皇
室
墨
付
の
袁
と
組
む
気
は
な
く
、
袁
の
誘
い
を
謝
絶
し
た
。

新
中
国
の
誕
生
は
も
は
や
時
間
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
将
来
の
政
治
形
態
は
君
主
立

憲
か
、
共
和
制
か
は
、
今
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
き
た
。
中
国
全
体
を
制
す
る
た
め
、

南
方
の
共
和
派
も
悦
服
さ
せ
、
自
ら
の
政
治
目
標
に
取
り
込
む
必
要
が
あ
る
と
梁
は

考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
帰
国
後
の
梁
は
康
有
為
と
と
も
に
仕
切
り
直
し
て
、
筆
の
強

み
に
頼
っ
て
「
立
憲
君
主
制
」
の
理
論
づ
く
り
に
励
ん
だ
。
康
有
為
の
《
救
亡
論
》

十
篇
、《
共
和
政
体
論
》（41
）
に
続
い
て
、
梁
啓
超
は
『
新
中
国
之
建
設
』
と
い
う
文

章
を
著
し
、
ア
メ
リ
カ
の
共
和
制
な
ど
、
種
々
の
立
憲
政
治
体
制
の
な
か
、「
虚
君

共
和
」（
立
憲
君
主
）
の
制
度
は
も
っ
と
も
新
中
国
の
政
体
に
合
う
と
説
く
。「
天
下

の
安
寧
を
欲
す
れ
ば
、英
の
虚
君
制
が
倣
う
可
し
。
時
勢
に
順
す
る
こ
と
欲
す
れ
ば
、

現
存
の
皇
統
を
虚
存
せ
し
む
る
他
な
か
ら
ん
」（42
）。
梁
は
、
革
命
の
共
和
派
と
似
非

立
憲
の
旧
朝
廷
の
両
陣
営
の
間
に
立
っ
て
、
自
ら
の
虚
君
共
和
の
理
論
で
第
三
勢
力

の
結
集
を
呼
び
か
け
た
。
団
結
の
対
象
は
、
袁
政
府
内
の
立
憲
派
を
始
め
、「
虚
君

共
和
」
を
受
け
入
れ
得
る
革
命
党
中
の
右
派
、
及
び
清
朝
の
旧
臣
（
総
督
、
都
督
、

巡
撫
）
を
中
心
と
す
る
実
力
層
で
あ
り
、
武
昌
蜂
起
に
呼
応
し
て
各
地
で
起
こ
っ
た

独
立
宣
言
の
流
れ
の
中
で
、
革
命
派
と
主
導
権
を
争
う
狙
い
も
あ
っ
た
。

梁
は「
虚
君
共
和
」の
政
治
理
想
を
武
昌
蜂
起
後
の
政
治
運
動
に
注
入
す
る
た
め
、
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大
量
の
同
志
を
帰
国
さ
せ
、
新
た
な
政
治
工
作
を
展
開
さ
せ
た
。「
藍
公
武
、
羅
瘿

公
は
北
京
に
赴
き
袁
世
凱
工
作
を
試
み
、
盛
先
覚
は
南
方
入
り
し
章
太
炎
を
説
得

し
た
。
張
漢
章
、
譚
奎
昌
が
山
東
に
入
り
地
方
の
実
力
者
を
遊
説
し
、
麦
孟
華
は

広
東
に
潜
り
龍
済
光
、
岑
春
煊
を
動
員
し
た
」（
43
）。

こ
の
各
地
で
の
策
動
の
中
、
梁
派
が
特
に
力
を
入
れ
た
の
は
、
岑
春
煊
を
担
ぎ
だ

し
、
広
西
、
広
東
両
省
で
袁
世
凱
に
対
抗
す
る
軍
事
力
を
結
集
さ
せ
る
工
作
で
あ
っ

た
。
こ
の
工
作
を
積
極
的
に
建
言
、
支
持
し
た
の
は
犬
養
毅
で
あ
り
、
工
作
の
実
際

担
当
者
は
東
亜
同
文
学
校
で
梁
の
右
腕
だ
っ
た
麦
孟
華
（1875-1915

）
だ
っ
た
。

李
喜
所
の
《
梁
啓
超
伝
》
に
よ
る
と
「
梁
啓
超
は
麦
孟
華
を
使
っ
て
両
広
総
督

張
鳴
岐
を
説
得
し
、
そ
し
て
岑
春
煊
の
旧
人
脈
を
利
用
し
て
第
二
五
鎮
統
制
龍
済

光
の
支
持
を
獲
得
し
、十
一
月
九
日
、広
東
の
独
立
を
成
功
さ
せ
た
」。
続
い
て
「
南

西
部
に
お
い
て
麦
孟
華
に
よ
る
岑
春
煊
、
龍
済
光
工
作
が
展
開
さ
れ
、
岑
の
旧
人

脈
を
利
用
し
て
十
万
軍
隊
の
組
織
を
企
み
」、
こ
の
武
装
を
利
用
し
て
北
方
に
進
撃

し
、
天
下
を
制
す
る
計
画
で
あ
っ
た（
44
）。

方
や
、
犬
養
毅
に
と
っ
て
も
、
南
方
の
実
力
者
岑
春
煊
を
動
か
す
の
は
、
渡
中

工
作
の
最
も
重
要
な
目
標
で
あ
っ
た
。
革
命
派
の
最
大
の
弱
点
は
軍
事
力
の
不
足
に

あ
る
が
、
岑
春
煊
を
動
員
出
来
れ
ば
、
袁
世
凱
と
対
抗
す
る
軍
事
勢
力
が
南
方
で
出

現
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
犬
養
は
見
る
。
犬
養
と
梁
の
間
、
岑
春
煊
を
共
和
制
の
南

京
政
府
に
帰
順
さ
せ
る
か
、
虚
君
共
和
の
立
憲
勢
力
に
取
り
込
む
か
で
思
惑
が
違
う

が
、
袁
の
軍
事
力
に
対
抗
す
る
た
め
岑
を
担
ぎ
出
す
点
で
は
一
致
し
た
。

清
の
旧
臣
岑
春
煊
（1861 -1933

）
は
、
か
つ
て
「
南
岑
北
袁
」
と
言
わ
れ
る
軍

事
面
の
実
力
者
で
、
北
清
事
変
（
一
九
〇
〇
年
）
の
時
、
勤
王
の
手
柄
で
西
太
后

か
ら
厚
い
信
頼
を
受
け
て
い
た
。
一
方
庶
民
百
姓
の
立
場
で
貪
官
汚
吏
の
弾
劾
、

朝
廷
と
の
対
抗
、
立
憲
支
持
と
い
う
開
化
派
の
一
面
も
見
せ
、
両
広
総
督
を
務
め

た
一
九
〇
四
年
、
先
駆
的
に
朝
廷
に
「
立
憲
」
を
建
言
し
、
翌
年
「
科
挙
」
制
度

の
廃
止
も
訴
え
た
。
一
九
〇
六
年
、
張
謇
等
が
上
海
で
立
憲
公
会
準
備
会
を
組
織

す
る
と
、
岑
は
幕
僚
の
鄭
孝
胥
（
会
長
）
を
送
り
込
み
、
資
金
面
で
会
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
一
時
立
憲
運
動
の
暗
黙
た
る
領
袖
と
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

犬
養
毅
が
こ
の
噂
の
岑
春
煊
と
初
対
面
し
た
の
は
、
第
二
次
渡
清
中
の
一
九
〇
七
年

十
二
月
三
一
日
、
湖
南
の
長
沙
に
お
い
て
で
あ
り
、
岑
は
こ
の
年
の
丁
未
党
争（
45
）
で

袁
世
凱
一
派
に
敗
れ
、
こ
の
時
湖
南
巡
撫
の
肩
書
き
で
実
際
蟄
居
中
の
身
で
あ
っ

た（
46
）。
同
日
、
犬
養
は
ま
た
岑
一
派
の
瞿
鴻
機
、
熊
希
齢
と
初
め
て
対
面
し
、
早

く
も
中
国
の
立
憲
派
、
反
袁
勢
力
と
最
初
の
契
を
結
ん
だ
。

辛
亥
革
命
直
前
の
一
九
一
一
年
九
月
十
五
日
、
清
朝
廷
は
保
路
運
動
鎮
圧
の
た
め
、

蟄
居
中
の
岑
を
起
用
し
て
、
震
源
地
で
あ
っ
た
四
川
に
派
遣
す
る
が
、
岑
は
逆
に
立

憲
派
の
立
場
で
、
宮
廷
に
「
罪
己
詔
」（
謝
罪
声
明
）
を
迫
っ
た
。
こ
の
姿
勢
は
、
立

憲
派
と
四
川
現
地
の
民
衆
の
称
賛
を
受
け
た
。
辛
亥
革
命
が
勃
発
後
、
岑
は
清
政
府

の
再
三
の
督
促
で
、
川
督
を
拝
命
し
て
四
川
省
に
入
る
が
、
も
は
や
清
朝
の
衰
退
を

挽
回
す
る
術
が
な
い
と
見
て
、
上
海
の
寓
居
に
引
き
戻
り
、
政
局
を
静
観
し
て
い
た
。

麦
孟
華
に
よ
る
岑
春
煊
工
作
の
様
子
を
、『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
に
あ
る
麦
の
報

告
か
ら
一
斑
が
窺
え
、
中
に
柏
原
文
太
郎
、
犬
養
木
堂
の
名
前
も
度
々
登
場
し
て

い
る
こ
と
が
、
注
目
に
値
す
る
。

広
東
省
独
立
（
十
二
月
八
日
）
前
の
麦
の
報
告
に
よ
る
と
、
独
立
を
策
動
す
る

た
め
、
彼
は
ま
ず
新
軍
第
二
十
五
鎮
統
制
龍
済
光
と
接
触
を
試
み
た
。

龍
済
光
（1867 -1925

）
は
岑
春
煊
の
部
下
で
広
西
提
督
、
新
軍
第
二
十
五
鎮
統

制
を
務
め
て
い
た
実
力
派
の
軍
人
で
、
革
命
の
前
、
秩
序
維
持
の
た
め
、
広
東
に
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辛
亥
革
命
と
犬
養
毅
（
二
） 

─
梁
啓
超
、
岑
春
煊
工
作

─
（
姜
克
實
）

（31）

異
動
し
て
い
た
。
十
一
月
八
日
、
胡
漢
民
、
陳
炯
明
等
革
命
党
を
中
心
に
広
東
軍

政
府
が
成
立
す
る
が
、
龍
は
革
命
政
府
へ
の
帰
順
を
示
す
一
方
、
北
方
の
袁
世
凱

と
密
通
し
、
傍
ら
革
命
党
の
信
頼
を
利
用
し
て
、
軍
の
拡
大
を
謀
っ
た
。

「
現
地
入
り
し
後
、
広
東
の
情
勢
急
変
せ
り
。
龍
は
革
命
党
に
靡
き
、
軍
も
崩
壊

せ
し
と
聞
く
」。
…
事
実
を
確
か
め
る
た
め
、
麦
は
内
情
に
通
じ
る
革
命
党
人
の
蒋

伯
器
（
広
東
軍
政
府
軍
事
部
長
）（47
）
と
接
触
を
試
み
た
が
失
敗
し
、
ま
た
、
両
広

総
督
張
鳴
岐
を
通
じ
て
龍
の
所
在
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
も
う
ま
く
行

か
ず
、
結
局
直
接
に
岑
春
煊
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
っ
た（

48
）。

麦
孟
華
は
岑
春
煊
と
の
会
見
に
つ
い
て
こ
う
記
す
。

前
書
の
翌
日
、
西
林
〔
岑
春
煊
〕
を
謁
見
、
爾
後
数
回
会
す
。
話
は
前
書

と
略
同
。〔
広
東
入
り
に
つ
い
て
〕
彼
非
常
に
熱
意
あ
り
、
其
自
信
の
程
見
た

れ
ば
、
彼
既
に
手
を
廻
せ
し
の
如
し
。
…
岑
は
龍
と
陸
栄
廷
〔
元
広
西
提
督
〕

と
連
絡
あ
り
、
と
い
う
。
旧
部
下
の
大
半
も
、
号
令
あ
れ
ば
即
結
集
可
能
の

如
し
。
故
郷
〔
広
西
〕
の
乱
、
心
配
及
ば
ん
。

話
は
、
さ
ら
に
広
東
入
り
の
方
法
に
進
む
。

陸
、
海
の
両
案
あ
り
、
陸
路
な
ら
湘
〔
湖
南
〕
よ
り
桂
〔
広
西
〕
へ
、
後

転
じ
て
東
に
向
う
可
し
。
海
路
な
ら
、
外
国
軍
艦
を
偽
り
も
不
可
な
し
。
或

者
前
議
の
通
り
、
ま
ず
龍
を
旧
部
に
帰
還
せ
し
め
、
岑
の
到
着
を
待
ち
て
其

軍
の
指
揮
を
移
行
す
。

　…〔
此
計
画
〕
ま
ず
巩
〔
革
命
派
〕（49
）
に
風
聞
を

流
し
、
木
堂
を
周
旋
役
に
依
頼
せ
ば
、
功
を
奏
す
可
し
。

こ
こ
で
、
岑
春
煊
の
挙
兵
計
画
が
具
体
的
に
示
さ
れ
、
犬
養
木
堂
も
計
画
を
革

命
党
人
に
伝
え
る
調
整
役
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
会
談
の
結
果
、
麦
は
岑

春
煊
の
出
山
意
欲
を
確
認
し
た
が
、
問
題
は
や
は
り
資
金
で
あ
っ
た
。「
出
則
必
出
、

然
ら
ば
自
家
の
兵
力
を
擁
す
る
に
軍
資
金
不
可
欠
な
ら
ん
。
大
金
手
に
入
れ
ば
直
ち

に
出
る
が
、
今
手
元
無
之
、
貸
手
も
見
当
た
ら
ぬ
」（50
）。
こ
の
報
告
の
日
付
は
分

か
ら
な
い
が
、
南
北
和
議
が
進
行
中
の
、
十
二
月
下
旬
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

十
二
月
二
五
日
、
孫
文
が
帰
国
し
、
二
九
日
南
京
臨
時
政
府
が
成
立
し
、
孫
は

臨
時
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
。
南
北
会
談
の
決
裂
と
軍
事
行
動
の
再
起
に
備
え
、

麦
孟
華
は
岑
春
煊
工
作
を
加
速
さ
せ
て
い
く
。
し
か
し
今
回
、
会
見
を
申
し
込
ん

で
も
断
ら
れ
、「
謀
画
」を
伝
え
て
も
先
方
か
ら
の
反
応
は
な
か
っ
た
。
岑
は
こ
の
時
、

情
報
を
集
め
な
が
ら
慎
重
に
時
局
を
見
守
り
、
共
和
派
支
持
か
、
立
憲
派
支
持
か

と
最
後
の
機
会
を
窺
っ
て
い
た
。
犬
養
毅
も
こ
の
間
、
幾
度
も
岑
に
会
見
を
申
し

込
ん
だ
が
、
悉
く
断
ら
れ
「
非
常
に
機
嫌
が
悪
か
っ
た
」。
麦
は
、
岑
の
傍
若
無
人

の
挙
止
を
「
失
計
太
甚
」
と
非
難
し
、
犬
養
の
面
子
の
た
め
に
も
、
岑
と
の
会
談

を
実
現
さ
せ
よ
う
と
、
取
り
計
ら
っ
た（

51
）。

孫
文
が
南
京
政
府
の
臨
時
大
統
領
に
就
任
し
て
か
ら
の
一
九
一
二
年
一
月
四
日
、

岑
春
煊
と
犬
養
毅
の
会
見
が
や
っ
と
実
現
し
た
。
麦
が
記
す
、

若
木
、
今
日
木
堂
案
内
し
て
公
孝
〔
岑
〕
に
会
い
、
公
孝
大
い
に
動
く
。

木
堂
彼
に
建
業
〔
南
京
〕
入
り
を
勧
め
、
公
孝
は
巩
用
黄
牛
〔
孫
、
黄
〕
が

己
擁
す
意
あ
り
と
て
大
喜
、
建
業
入
り
承
諾
す
。
木
堂
離
去
せ
し
後
、
若
木
、

建
業
入
り
の
不
利
を
開
陳
（
若
木
は
孫
、
黄
が
岑
起
用
に
難
色
を
示
し
た
事

実
を
言
い
づ
ら
く
）
す
、
曰
く
…
結
局
傀
儡
な
り
。
さ
す
れ
ば
帰
郷
の
選
択

が
無
難
な
る
可
し
。
公
孝
こ
れ
受
け
入
れ
、
但
し
動
く
迄
旧
部
招
集
が
あ
る

可
く
、
之
巩
用
黄
牛
の
推
薦
を
得
て
行
動
取
る
可
し
と
云
う
。
…
入
粤
〔
広

東
〕
の
経
路
、
海
路
も
良
し
、
不
可
な
ら
ば
湘
南
よ
り
粤
西
に
、
陸
提
督
の
兵
、

龍
の
力
を
借
り
て
入
粤
果
た
さ
ん
。
途
中
で
旧
部
の
結
集
を
図
る
可
し
。
万
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事
支
障
無
く
、
残
り
只
資
金
の
み
。
尤
も
龍
軍
の
動
員
に
、
一
、二
百
万
金
必

要
な
ら
ん
。
故
に
即
金
策
を
講
ず
可
し
。
且
電
文
擬
し
て
曰
く
「
公
孝
赴
粤

ヲ
承
知
、
資
金
募
リ
次
第
動
ク
可
シ
ト
約
束
。
至
急
工
面
願
イ
度
シ
」。
こ
の

電
文
を
柏
原
、
丹
波
宛
に
送
り
、
仔
細
を
相
談
す
べ
し
。

柏
原
、
丹
波
等
日
本
の
同
志
に
通
電
し
た
理
由
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
資
金
工

面
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
岑
春
煊
は
麦
孟
華
の
広
東
入
り
の
策
動
を
受

け
入
れ
た
が
、
一
、
南
京
政
府
か
ら
出
馬
要
請
の
形
で
行
動
す
る
、
二
、
軍
資
金

の
提
供
、
と
、
二
つ
の
条
件
を
示
し
た
。

麦
は
、
岑
の
出
山
承
諾
を
最
高
の
成
果
と
し
、「
我
輩
夙
に
努
力
せ
し
画
策
は
之

で
成
功
せ
り
」
と
自
画
自
賛
す
る
が
、
同
時
に
革
命
政
府
の
墨
付
き
を
前
提
と
し

た
岑
の
姿
勢
に
一
抹
の
不
安
を
残
し
た
。
南
京
政
府
の
要
請
で
出
山
す
る
と
、

今
後
そ
の
方
か
ら
の
牽
制
も
無
し
と
せ
ず
。
甚
だ
し
き
に
至
り
て
は
、
北

軍
の
対
抗
に
使
わ
せ
ば

　曾て
我
れ
意
図
し
た
る
「
保
境
、
息
民
、
理
財
、

練
兵
」
の
目
的
と
背
馳
せ
ん
。
一
旦
南
北
分
立
せ
し
局
面
に
至
れ
る
暁
、
邦

国
の
前
途
危
し
、
是
れ
豈
に
吾
人
の
本
心
な
ら
ん
や
。
然
れ
ど
、
孫
、
黄
の

墨
付
無
し
と
せ
ば
公
孝
動
か
ず
、
我
党
独
自
入
粤
を
企
む
と
彼
を
敵
に
回
さ
ん
。

之
は
尤
も
の
難
事
で
、
如
何
に
対
処
す
可
き
か
、
御
知
恵
賜
り
た
し（
52
）。

と
梁
啓
超
の
指
示
を
乞
っ
た
。
こ
う
し
て
、
岑
春
煊
は
出
馬
を
了
承
し
た
が
、

犬
養
の
意
見
に
よ
り
ま
ず
南
京
政
府
へ
帰
順
さ
せ
る
か
、
そ
れ
と
も
梁
派
の
意
向

で
独
自
の
広
東
入
り
を
勧
め
る
か
で
、
梁
と
犬
養
の
意
見
対
立
が
生
じ
た
。
軍
資

金
の
宛
は
日
本
か
ら
の
援
助
な
の
で
、
犬
養
、
柏
原
の
意
思
を
無
視
す
る
訳
に
は

行
か
ず（
53
）、
し
か
し
「
柏
原
は
岑
春
煊
を
入
粤
さ
せ
る
計
画
を
未
だ
知
ら
ず
、
木

堂
更
に
其
南
京
入
を
力
説
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
麦
は
途
方
に
暮
れ
た
。

臨
時
政
府
へ
の
帰
順
は
、
岑
に
と
っ
て
、
広
東
支
配
の
正
統
性
の
獲
得
と
、
資

金
援
助
の
途
を
開
く
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
逆
に
梁
派
に
と
っ
て
、
岑
春
煊
を
自

派
の
勢
力
と
し
て
利
用
す
る
当
初
の
目
標
か
ら
、
大
き
く
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。

実
は
梁
派
の
期
待
と
は
裏
腹
に
、
民
心
は
孫
文
の
南
京
政
府
に
靡
き
つ
つ
あ
る
年

末
か
ら
の
情
勢
を
見
極
め
る
と
、
観
望
す
る
岑
は
共
和
制
支
持
の
方
に
傾
き
始
め

た
。
犬
養
と
会
談
の
数
日
前
、
岑
は
す
で
に
皇
帝
退
位
、
共
和
制
支
持
の
意
思
を

固
め
、
一
月
十
日
、
袁
世
凱
に
通
電
し
、
共
和
制
支
持
の
声
明
を
発
表
し
た
。「
今

日
国
民
の
多
数
は
均
し
く
共
和
を
望
み
、
朝
廷
が
国
会
を
開
く
権
限
が
あ
る
に
し

て
も
多
数
国
民
の
意
思
に
従
う
べ
し
」
と（
54
）。

犬
養
会
見
の
翌
日
一
月
五
日
、岑
春
煊
自
ら
梁
啓
超
に
書
簡
を
送
り
、梁
党
譚
典
虞
、

麦
孟
華
と
の
会
談
の
結
果
に
触
れ
ず
、
自
分
の
意
見
は
す
で
に
此
件
の
た
め
帰
国
し
て

面
談
（
梁
と
）
す
る
は
ず
の
柏
原
文
太
郎
に
伝
え
た
、と
知
ら
せ
る
に
と
ど
ま
っ
た（
55
）。

犬
養
毅
の
梁
啓
超
、
岑
春
煊
工
作
の
目
標
は
、
滦
州
兵
諌
を
境
に
微
妙
な
変
化
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
政
変
の
勢
い
で
梁
啓
超
中
心
の
立
憲
政
府
の
出
現

を
期
待
し
た
が
、
梁
派
の
北
京
政
変
計
画
の
失
敗
及
び
共
和
制
擁
護
與
論
の
上
昇
を

見
極
め
る
と
、
南
京
臨
時
政
府
中
心
の
、
梁
、
岑
を
抱
き
込
む
大
同
団
結
の
方
針
に

転
換
さ
せ
た
。
こ
の
新
し
い
方
針
に
従
い
、
犬
養
は
渡
中
前
神
戸
に
立
ち
寄
り
、
北

京
政
変
の
企
て
で
敗
北
し
た
梁
啓
超
を
説
得
す
る
一
場
面
も
あ
っ
た
。
い
わ
く
、
貴

君
の
「
多
年
主
張
せ
し
保
皇
論
も
今
日
に
至
り
て
は
最
早
実
行
の
時
機
を
失
し
た
れ

ば
断
然
宿
論
を
抛
ち
革
命
党
と
気
脈
を
通
じ
て
善
後
策
を
講
ず
べ
し
」
と（
56
）。

南
京
臨
時
政
府
の
成
立
及
び
孫
文
の
臨
時
大
統
領
就
任
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
九
一
一
年
末
の
政
局
は
激
し
く
動
き
、
民
心
が
次
第
に
新
生
の
共
和
制
中
華
民

国
に
帰
趨
し
て
い
っ
た
。
焦
る
北
方
の
袁
世
凱
も
当
初
の
立
憲
君
主
制
の
大
原
則
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を
放
棄
す
る
気
配
を
見
せ
始
め
た
。
こ
の
情
勢
を
見
極
め
て
岑
春
煊
は
共
和
制
に

靡
き
、
犬
養
も
南
京
政
府
擁
立
の
姿
勢
を
固
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
下
で
、

岑
春
煊
の
出
山
の
工
作
は
「
成
功
」
し
た
が
、
も
は
や
当
初
梁
啓
超
が
期
待
し
た

よ
う
な
、
君
主
立
憲
勢
力
結
集
の
結
果
で
は
な
か
っ
た
。
南
京
共
和
政
府
の
成
立

の
後
、
梁
啓
超
の
「
虚
君
共
和
」
の
政
治
構
想
が
退
潮
し
、
梁
一
派
の
勢
力
も
そ

れ
に
従
い
辛
亥
革
命
の
表
舞
台
か
ら
消
え
さ
ろ
う
と
し
て
い
た
。

１０
．
犬
養
の
政
治
構
想

辛
亥
革
命
に
対
す
る
犬
養
毅
の
政
治
姿
勢
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
諸
点
に
な
ろ
う
。

１
．
日
本
の
権
益
を
確
保
す
る
た
め
、
袁
世
凱
（
北
方
政
府
）
の
打
倒
は
終
始

不
変
の
目
標
で
あ
っ
た
。

２
．
急
進
的
共
和
制
構
想
と
軍
事
面
の
弱
さ
の
観
察
か
ら
、
孫
文
の
革
命
派
単
独

政
権
の
出
現
を
好
ま
ず
、
大
同
団
結

─
康
有
為
、
梁
啓
超
の
立
憲
君
主
制
勢

力
、
岑
春
煊
代
表
の
旧
政
治
勢
力
と
の
抱
合

─
の
道
を
探
ろ
う
と
し
た
。

３
．
犬
養
が
理
想
と
す
る
政
権
の
形
態
は
、清
帝
室
を
温
存
さ
せ
、か
つ
康
有
為
、

梁
啓
超
等
立
憲
派
人
物
を
中
心
に
据
え
た
立
憲
的
「
君
主
」
制（

57
）
で
あ
り
、

そ
の
た
め
彼
は
滦
州
兵
諌
後
の
北
京
政
変
の
工
作
を
通
じ
て
、
梁
の
立
憲
政

府
の
樹
立
を
嘱
望
し
た
。

４
．
犬
養
の
岑
春
煊
工
作
の
目
的
は
、
当
初
の
、
梁
、
岑
両
勢
力
の
結
集
に
よ
る
袁

世
凱
政
権
へ
の
抵
抗
と
革
命
派
（
孫
文
）
牽
制
の
期
待
と
い
う
三
派
抗
衡
論
か
ら
、

南
京
臨
時
政
府
成
立
後
、
孫
、
梁
、
岑
の
大
同
団
結
（
南
方
）
に
よ
る
袁
（
北
方
）

の
対
抗
と
い
う
両
派
対
抗
論
に
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

58
）。

５
．
犬
養
の
中
国
政
策
の
目
標
は
、
親
日
的
統
一
国
家
の
建
設
に
あ
り
、
の
ち

中
国
の
マ
ス
コ
ミ
か
ら
批
判
さ
れ
た
よ
う
な
「
南
北
分
断
」
の
謀
略
で
は
な

か
っ
た
。

犬
養
が
梁
啓
超
を
支
持
す
る
理
由
は
、
そ
の
温
和
的
立
憲
君
主
制
の
政
治
構
想
に
あ

り
、
一
方
、
岑
春
煊
工
作
へ
の
拘
り
は
、
袁
に
対
抗
す
る
軍
事
力
の
創
出
に
あ
り
、
ま

た
こ
の
時
期
尚
強
大
な
勢
力
を
保
っ
て
い
る
清
朝
の
旧
勢
力
の
利
用
、安
堵
に
あ
っ
た
。

前
者
は
政
治
理
想
で
あ
り
、
後
者
は
政
治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
政
策
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
点
か
ら
見
れ
ば
、
孫
文
の
革
命
派
政
権
は
い
ず
れ
も
犬
養
の
合
格
ラ
イ
ン

に
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
犬
養
は
表
面
上
南
方
革
命
派
と
孫
文
を
支

持
す
る
が
、
そ
の
実
力
と
可
能
性
に
対
す
る
採
点
が
低
か
っ
た
。
ま
た
、
孫
文
に

よ
る
共
和
制
の
政
権
構
想
に
当
初
か
ら
支
持
し
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、

辛
亥
革
命
に
際
し
て
、
犬
養
毅
に
は
、「
孫
文
と
中
国
革
命
を
支
持
し
た
」
従
来
の

イ
メ
ー
ジ
と
ほ
ど
遠
い
、
別
の
顔
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

一
方
、
犬
養
と
梁
啓
超
と
の
違
い
は
、
袁
世
凱
と
の
距
離
に
あ
り
、
犬
養
は
北

方
に
お
け
る
日
本
の
権
益
確
保
の
視
点
か
ら
徹
底
的
に
袁
世
凱
排
除
の
姿
勢
を
貫

い
た
の
に
対
し
て
、
梁
は
袁
世
凱
と
革
命
派
の
真
ん
中
に
立
っ
て
、
自
派
勢
力
拡

張
た
め
の
、
漁
夫
の
利
を
狙
っ
て
い
た
。
尤
も
立
憲
君
主
制
の
政
治
目
標
か
ら
み

れ
ば
、
梁
は
革
命
派
よ
り
、
む
し
ろ
袁
世
凱
の
政
治
姿
勢
に
近
い
と
言
え
る
。

南
北
妥
協
の
政
治
結
果
を
見
れ
ば
、
犬
養
の
梁
啓
超
工
作
も
、
岑
春
煊
工
作
も

い
ず
れ
も
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。
そ
の
誤
算
は
、
立
憲
派
及
び
岑
春

煊
等
旧
勢
力
の
政
治
実
力
、
社
会
影
響
に
対
す
る
過
大
な
評
価
に
あ
り
、
ま
た
時

代
遅
れ
の
立
憲
君
主
政
体
へ
の
執
拗
な
拘
り
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
文
で
見
る
よ
う
に
、梁
啓
超
（
立
憲
派
）
は
国
内
に
お
け
る
活
動
の
地
盤
は
狭
く
、

資
金
力
も
貧
弱
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
紙
上
の
計
画
、
電
報
、
書
簡
、
遊
説
、
工
作
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に
よ
る
政
変
の
策
動
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
お
ま
け
に
、
共
和
制
国
家
建
設
の
潮
流
に

逆
ら
う
「
虚
君
共
和
」
の
旧
調
も
、
與
論
の
支
持
を
離
散
さ
せ
る
致
命
傷
に
な
っ
た
。

岑
春
煊
の
場
合
、「
南
岑
北
袁
」
の
風
評
は
、
彼
が
政
権
の
中
枢
で
羽
振
り
を
利

か
せ
た
時
代
の
旧
い
伝
説
で
あ
り
、
革
命
当
時
の
岑
は
隠
居
同
然
な
身
で
上
海
の

局
外
で
情
勢
の
推
移
を
観
望
し
た
。
広
東
入
り
の
意
思
が
あ
っ
て
も
、
旧
部
下
を

糾
合
す
る
資
金
力
は
皆
無
、
革
命
派
に
逆
ら
う
政
治
的
影
響
力
も
な
か
っ
た
。

辛
亥
革
命
に
お
け
る
犬
養
の
行
動
か
ら
、
二
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
一
は
、
現
実
面
の
、
日
本
の
利
権
を
軸
に
し
た
、
政
治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
で

あ
る
。
彼
は
、
共
和
制
か
、
立
憲
君
主
制
か
の
政
権
形
態
で
は
な
く
、
憲
法
政
治

の
政
体
実
現
と
、
国
家
統
一
、
安
定
及
び
親
日
政
権
の
樹
立
と
い
う
政
治
判
断
か

ら
、各
政
治
勢
力
の
大
同
団
結
を
訴
え
た
。
こ
の
姿
勢
は
犬
養
の
一
貫
し
た
も
の
で
、

先
述
し
た
一
八
九
八
年
頃
の
康
、
梁
と
孫
の
和
解
努
力
も
そ
の
一
例
だ
が
、
革
命

前
の
一
九
〇
八
年
七
月
、
康
、
梁
の
立
憲
派
団
体
「
政
聞
社
」
の
会
合
に
も
「
中

国
は
あ
る
い
は
革
命
と
い
い
、
あ
る
い
は
立
憲
と
い
う
が
、
要
は
、
適
当
な
人
が

こ
れ
に
責
任
を
も
っ
て
早
く
や
る
こ
と
で
す
」（
59
）
と
演
説
し
た
。
そ
の
後
討
袁
の

二
次
革
命
時
、「
帝
制
で
も
よ
い
共
和
制
で
も
よ
い
、
と
に
か
く
日
本
と
平
和
の
交

際
が
出
来
さ
え
す
れ
ば
い
ず
れ
で
も
構
わ
ぬ
」
と
放
言
し
て
憚
ら
な
か
っ
た（
60
）。

言
い
換
え
れ
ば
、
犬
養
は
孫
文
ら
革
命
派
と
親
密
に
付
き
合
い
、
革
命
の
行
動
に

も
支
援
し
な
が
ら
、期
待
し
た
の
は
革
命
、変
革
の
政
治
的
結
果

─
親
日
の
統
一
、

安
定
の
近
代
国
家
の
出
現

─
で
あ
り
、
孫
の
「
革
命
」
信
仰
、
三
民
主
義
の
信

条
に
対
す
る
理
解
も
忠
誠
も
毛
頭
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
二
は
、
思
想
の
根
底
に
あ
る
「
君
主
」
制
へ
の
拘
り
で
あ
る
。
犬
養
は
立

憲
政
治
の
実
現
、
専
制
政
治
打
倒
の
政
治
目
標
と
同
時
に
、
開
明
的
「
君
主
」
の

存
続
も
望
ん
で
い
た
。
傍
若
無
人
で
政
党
人
、
財
界
人
を
片
っ
端
か
ら
罵
倒
し
た

犬
養
で
は
あ
る
が
、
頭
山
満
と
同
じ
よ
う
に
熱
烈
な
尊
皇
派
で
あ
っ
た
。
南
京
で

孫
文
か
ら
政
府
顧
問
の
辞
令
が
渡
さ
れ
た
際
、「
我
輩
を
任
命
す
る
も
の
は
、
日

本
の
天
皇
以
外
に
な
い
、
失
礼
な
こ
と
を
い
う
な
」
と
孫
を
叱
り
つ
け
辞
令
を
受

け
取
ら
な
か
っ
た
逸
話
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る（
61
）。
清
王
朝
の
打
倒
を
目
指
す
革
命

党
人
と
付
き
合
い
な
が
ら
、
彼
は
当
初
か
ら
清
朝
廷
の
形
態
上
の
存
続
を
期
待
し
、

こ
の
意
味
で
革
命
党
で
は
な
く
、
立
憲
君
主
派
首
領
の
康
有
為
、
梁
啓
超
の
活
動

を
さ
ら
に
嘱
望
し
た
。
野
村
浩
一
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
犬
養
の
思
想

枠
に
は
、
明
治
後
の
「
日
本
類
似
の
議
院
政
治
」
の
理
想
モ
デ
ル
が
存
在
し
た
の

で
あ
る
。

１1
．
革
命
派
と
大
陸
浪
人
の
接
点

問
題
は
こ
こ
で
終
わ
ら
な
い
。
犬
養
に
は
革
命
派
へ
の
、「
不
協
力
」
と
も
い
う

べ
き
言
論
、
行
為
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
彼
と
孫
文
の
間
に
終
生
と
も

い
う
べ
き
友
情
が
生
ま
れ
た
か
。
ま
た
日
本
の
利
権
で
動
く
大
陸
浪
人
た
ち
は
な
ぜ

革
命
派
に
信
頼
さ
れ
、
評
価
さ
れ
、
革
命
の
功
労
者
と
ま
で
持
ち
上
げ
ら
れ
た
か（
62
）。

こ
れ
に
つ
い
て
以
下
の
四
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
、
犬
養
毅
の
立
場
と
工
作
に
は
、
大
陸
浪
人
全
体
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な

く
、
政
治
家
と
し
て
犬
養
の
特
色
と
い
う
べ
き
面
が
あ
る
。
宮
崎
滔
天
、
萱
野
長

知
、
内
田
良
平
、
頭
山
満
等
他
の
大
陸
浪
人
の
多
く
は
、
宮
崎
滔
天
の
「
支
那
革

命
主
義
」
か
ら
来
た
純
真
と
、
内
田
良
平
の
よ
う
な
満
蒙
支
配
の
利
権
意
識
の
差

が
あ
る
も
の
の
、
言
論
に
お
い
て
も
、
活
動
に
お
い
て
も
概
ね
「
革
命
派
」、
ま
た

孫
文
ら
の
南
方
政
府
を
支
持
し
て
い
た
と
言
え
る
。
彼
ら
は
犬
養
と
の
間
で
、「
倒
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袁
」
や
、
革
命
派
の
支
持
で
一
致
し
て
も
、
犬
養
の
よ
う
な
立
憲
派
康
有
為
、
梁

啓
超
へ
の
支
持
、
期
待
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る（

63
）。
す
な
わ
ち
孫
文
の

評
価
は
、多
く
の
献
身
者
を
含
む
大
陸
浪
人
全
体
、ま
た
そ
の
代
表
と
す
る
犬
養
毅
、

頭
山
満
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

二
、
犬
養
、
大
陸
浪
人
ら
に
よ
る
「
勧
告
」
は
悉
く
革
命
政
府
に
無
視
さ
れ
て

い
る
結
果
を
見
れ
ば
、
辛
亥
革
命
時
、
革
命
派
が
彼
ら
に
期
待
し
た
の
は
い
か
な

る「
忠
言
」、「
勧
告
」で
も
な
か
っ
た
。
革
命
活
動
へ
の
直
接
の
支
援
、参
加
の
ほ
か
、

１
．
日
本
政
界
の
承
認
、支
持
の
獲
得
、２
．
借
款
に
よ
る
資
金
の
援
助
、お
よ
び
３
．

情
報
の
収
集
な
ど
の
面
で
の
協
力
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
、
政
界
人
と

し
て
の
犬
養
も
、
ま
た
革
命
の
裏
舞
台
で
活
躍
し
た
浪
人
た
ち
も
、
相
当
な
役
割

を
果
た
し
た
と
言
え
る
。

三
、
革
命
派
志
士
と
大
陸
浪
人
と
の
信
頼
関
係
は
、
辛
亥
革
命
時
の
み
の
も
の

で
は
な
く
、
一
番
困
難
な
草
創
期
か
ら
築
か
れ
て
き
た
根
の
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

少
な
く
と
も
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
犬
養
毅
や
大
陸
浪
人
た
ち
は
、
中
国
の
革

命
者
、
革
命
組
織
の
庇
護
、
武
器
、
革
命
資
金
の
援
助
、
革
命
蜂
起
の
参
加
な
ど
、

献
身
的
に
活
動
し
、
し
か
も
、
革
命
派
は
つ
ね
に
援
助
さ
れ
、
助
け
ら
れ
る
弱
者

の
地
位
に
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
と
い
う
温
床
、
犬
養
毅
、
大
陸
浪
人
と

い
う
頼
も
し
い
支
援
母
体
が
な
け
れ
ば
、
辛
亥
革
命
の
成
功
は
困
難
で
あ
っ
た
。

こ
の
意
味
で
、
孫
の
、
革
命
成
功
の
後
大
陸
浪
人
を
「
革
命
の
恩
人
」
と
し
て
感

謝
す
る
気
持
ち
は
、
当
然
と
言
え
る
。
こ
の
時
、
中
日
間
の
国
益
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
対
立
、
衝
突
は
、
革
命
の
成
敗
、
民
族
の
存
亡
と
い
う
至
上
の
政
治
目
標

の
下
位
に
置
か
れ
て
い
た
。
革
命
成
功
の
大
目
標
に
達
成
で
き
れ
ば
、
一
時
満
州

租
借
の
約
束
で
軍
資
金
を
手
に
入
れ
る
こ
と
も
、
孫
文
に
と
っ
て
已
む
を
得
な
い

選
択
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
、
豪
傑
志
士
の
間
の
人
間
・
人
格
的
つ
な
が
り
で
あ
る
。
か
つ
て
筆
者
は
、

ア
ジ
ア
主
義
の
特
徴
で
あ
る
「
連
帯
」
意
識
を
、
一
、
政
治
的
、
二
、
文
化
・
歴

史
的
、
三
、
人
情
的
の
三
つ
に
分
け
、 “
越
境
”
で
き
な
い
政
治
的
連
帯
の
一
時
性
、

欺
瞞
性
、
不
平
等
性
、
侵
略
的
性
格
を
指
摘
し
た
の
に
対
し
て
、
後
二
者
に
お
け

る
“
越
境
”
の
可
能
性
を
認
め
た
（
64
）。
孫
文
と
犬
養
毅
の
「
友
情
」
も
、
ま
さ
に

こ
の
第
三
の
「
人
情
、
人
格
的
」
つ
な
が
り
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
見
る
。

孫
文
の
人
物
評
に
お
い
て
、
犬
養
は
、
第
一
、「
彼
は
自
説
を
信
ず
る
こ
と
極
め

て
篤
く
、
共
和
主
義
を
把
持
し
平
等
を
以
て
其
の
旗
幟
と
為
す
」
そ
の
深
甚
な
る

主
義
信
仰
を
指
摘
し
、
第
二
に
、「
金
銭
を
有
難
か
ら
ぬ
こ
と
」。「
金
が
手
に
入
る

と
直
ち
に
部
下
に
分
っ
て
仕
舞
つ
て
決
し
て
之
を
私
し
な
い
、
自
ら
奉
づ
る
こ
と

極
め
て
質
素
で
…
部
下
を
愛
す
る
こ
と
慈
母
の
赤
子
に
お
け
る
如
く
国
家
を
思
い

毫
末
の
私
心
が
な
い
」（

65
）
と
指
摘
し
て
い
た
。
革
命
の
理
想
、
内
容
で
は
な
く
孫

の
人
格
に
対
す
る
信
頼
で
あ
る
と
言
え
る
。

同
じ
よ
う
な
現
象
は
、
宮
崎
滔
天
と
孫
文
の
出
会
い
に
も
見
ら
れ
る
。「
孫
逸
仙

は
一
代
の
大
人
物
で
あ
る
。
悲
し
い
哉
、
現
代
の
我
が
日
本
に
は
朝
野
を
通
じ
て

彼
に
比
す
べ
き
の
人
物
が
な
い
。
そ
の
学
問
、
そ
の
識
見
、
そ
の
抱
負
、
そ
の
胆
力
、

そ
の
忠
誠
、
そ
の
操
守
、
い
ず
れ
の
点
に
お
い
て
も
、
彼
は
現
代
の
日
本
人
の
何

人
よ
り
も
傑
れ
て
居
る
」、
滔
天
も
ま
た
、
人
格
者
と
し
て
孫
を
尊
敬
し
て
い
た（

66
）。

こ
の
よ
う
に
、
孫
文
等
革
命
派
と
犬
養
、
頭
山
等
大
陸
浪
人
と
の
友
情
は
、
必

ず
し
も
政
治
上
の
信
仰
、主
義
か
ら
の
一
致
で
は
な
く
、そ
れ
を
結
ぶ
要
素
の
中
に
、

反
専
制
的
、
在
野
的
、
志
士
・
豪
傑
の
間
の
情
誼
と
、
互
い
の
同
類
認
知
も
あ
っ
た
。

野
村
浩
一
も
気
づ
い
た
よ
う
に
「
ま
さ
に
一
片
の
、
し
か
も
や
は
り
貴
重
な
情
誼
」
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で
あ
る（
67
）。
義
侠
、
忠
實
、
信
頼
、
献
身
、
互
助
と
い
う
武
士
的
、
儒
教
的
、
東

洋
的
品
格
、
徳
目
は
そ
の
人
情
を
つ
な
げ
る
要
素
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

情
意
は
、
政
治
目
標
、
国
家
の
利
害
と
両
立
で
き
、
場
合
に
よ
っ
て
そ
れ
を
乗
り

超
え
る
可
能
性
さ
え
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
人
間
性
は
、
ま
た
犬
養
と
い
う
政
治
家
を
、
大
陸
浪
人
と
い
う
特

殊
の
群
体
に
繋
げ
た
要
素
で
も
あ
っ
た
。
時
任
英
人
が
い
う
、「
彼
は
、『
親
分
の

情
誼
』
の
気
質
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
頼
ら
れ
る
と
断
り
切
れ
な
い
『
義
理
・
人
情
』

の
価
値
観
か
ら
対
人
関
係
を
考
え
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
こ
と
を
当
て
込
ん

で
多
く
の
浪
人
た
ち
が
出
入
り
し
た
。
や
が
て
の
ち
に
は
、
彼
ら
食
客
と
の
交
流

は
犬
養
を
『
支
那
通
浪
人
の
兄
分
と
も
い
ふ
べ
き
位
置
』
に
ま
で
高
め
た
の
み
な

ら
ず
、『
朝
野
を
通
じ
て
彼
と
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
を
争
ふ
も
の
恐
ら
く
一
人
も
な
か
ら

ん
』（
鷺
城
学
人
「
現
時
の
支
那
通
」『
中
央
公
論
』
第
二
八
巻
一
〇
号
、
一
四
頁
）

と
評
さ
れ
る
ま
で
に
し
た
の
で
あ
る
」（
68
）。

し
か
し
一
方
、
人
情
に
篤
い
志
士
、
豪
傑
、
浪
人
間
の
友
情
と
違
っ
て
、
犬
養
に
は
、

趣
味
の
多
い
知
識
人
、
文
化
人
の
顔
も
あ
り
、
革
命
者
、
大
陸
浪
人
と
違
っ
て
、
さ
ら

に
康
有
為
、
梁
啓
超
を
始
め
、
中
国
の
文
化
人
、
知
識
人
と
交
流
し
、
文
化
・
歴
史
面

で
連
帯
の
輪
を
広
げ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
こ
の
面
に
つ
い
て
、
次
論
に
譲
り
た
い
。

（
1
）		

一
九
一
一
年
、
清
王
朝
の
鉄
道
国
有
化
令
に
反
対
す
る
民
衆
蜂
起
。
鉄
道
国
有
化
に
よ
り
列

強
か
ら
六
〇
〇
万
ポ
ン
ド
の
借
款
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
清
王
朝
に
対
し
、
湖
南
・
湖
北
・

広
東
・
四
川
な
ど
の
民
衆
は
保
路
同
志
会
を
結
成
し
て
闘
い
、
辛
亥
革
命
の
口
火
を
切
っ
た
。

（
2
）		

丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
五
六
七
頁
。

（
3
）		

張
紹
程《
張
紹
曽
事
迹
回
憶
》（
载《
文
史
資
料
选
辑
》第
三
〇
辑	

二
〇
六
─
二
四
〇
頁
）、
た

だ
し
、
後
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
永
平
秋
操
」
の
謀
議
に
つ
い
て
、
確
か
な
記
録
史
料
は

見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

（
4
）		

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
五
八
頁
。

（
5
）		

内
容
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
一
、
大
清
皇
帝
万
世
一
系
の
皇
統
を
守
る
。
二
、
本
年
内
に

於
て
国
会
を
招
集
す
。
三
、
国
会
に
よ
っ
て
憲
法
を
起
草
，
皇
帝
の
名
義
で
之
を
宣
布
す
。

但
皇
帝
に
は
否
定
、
修
正
権
を
与
え
ず
。
四
、
条
約
の
締
結
な
ど
は
国
会
に
よ
っ
て
決
め
、

皇
帝
の
名
義
で
宣
布
す
。
五
、
皇
帝
は
陸
海
軍
の
統
率
権
を
有
す
、
但
国
内
に
お
け
る
軍
事

行
動
に
つ
い
て
、
国
会
の
議
決
が
必
要
と
す
。
六
、
死
刑
の
施
行
は
法
律
に
よ
る
。
七
、
国

事
犯
を
釈
放
す
る
。
八
、
責
任
内
閣
を
作
り
、
総
理
大
臣
は
国
会
に
よ
り
選
出
す
。
…
皇

族
は
国
務
大
臣
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
九
、
国
会
に
は
改
憲
の
発
議
権
あ
り
。
十
、
政

府
予
算
は
国
会
に
よ
る
審
議
が
必
要
。
十
一
、
増
税
な
ど
の
事
項
は
国
会
の
議
決
を
要
す
。

十
二
、
軍
人
に
も
参
政
権
を
有
す（
張
国
淦
編《
辛
亥
革
命
史
料
》龍
門
聯
合
書
局
、
一
九
五
八

年
一
九
八
頁
）。
な
お
、
九
月
八
日
（
西
暦
十
月
二
九
日
）「
張
紹
曽
致
資
政
院
電
」
に
よ
る

と
、
十
二
箇
条
政
綱
を
資
政
院
に
提
出
し
た
の
は
六
日
（
二
七
日
）
で
あ
る
。
二
日
間
伏
せ
ら

れ
、
二
九
日
に
明
る
み
に
出
た
（
杜
春
和
編
《
辛
亥
滦
州
兵
諌
函
電
資
料
選
》《
近
代
史
資
料
》

総
九
一
号
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
五
五
頁
）。

（
6
）		

寧
武《
東
北
辛
亥
革
命
簡
述
》《
辛
亥
革
命
回
憶
録
》第
五
集
、
文
史
資
料
出
版
社
、
一
九
八
一

年
、
五
四
四
頁
。

（
7
）		

宮
城
由
美
子
「
成
城
学
校
と
中
国
人
留
学
生
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
仏
教
大
学
大
学
院
紀

要
』三
五
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
参
照
。

（
8
）		『
士
華
』第
一
号
、
東
京
陸
軍
士
官
学
校
、
中
華
民
国
同
学
、
一
九
三
〇
年
三
月
、
二
頁
。

（
9
）		

呉
桂
龍
《
呉
禄
貞
出
国
留
学
及
畢
業
回
国
時
間
補
考
》《
史
林
》
上
海
社
会
科
学
院
歴
史
研
究

所
、
一
九
八
九
年
、
第
一
期
、
二
四
頁
。

（
10
）		

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
五
二
頁
。

（
11
）		
清
政
府
郵
傳
部
大
臣
盛
宣
懐
の
鉄
道
国
有
政
策
は
、
保
路
運
動
ひ
い
て
は
辛
亥
革
命
を
引
き

起
こ
し
た
と
さ
れ
る
。

（
12
）		

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
五
四
頁
。

（
13
）		

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
五
三
～
五
五
四
頁
。

（
14
）		

鹿
钟
麟
《
滦
州
起
义
的
前
前
后
后
》《
辛
亥
革
命
回
憶
録
》
第
六
集
、
文
史
資
料
出
版
社
、

一
九
八
一
年
、	
一
六
六
頁
。
他
に
、
寧
武
《
東
北
辛
亥
革
命
簡
述
》
に
も
永
平
の
謀
議
に
触
れ
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辛
亥
革
命
と
犬
養
毅
（
二
） 

─
梁
啓
超
、
岑
春
煊
工
作

─
（
姜
克
實
）

（37）

た
話
が
あ
る
が
、
物
語
風
の
展
開
で
根
拠
を
示
さ
れ
て
い
な
い
（《
辛
亥
革
命
回
憶
録
》
第
五

集
、
文
史
資
料
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
五
四
四
頁
）。

（
15
）  
顧
恒
敬《
北
洋
政
府
国
务
总
理
張
紹
曽
》附
录
、
張
紹
曽
生
平
年
表
。《
大
城
文
史
資
料
》第
十

集
、（
張
紹
曽
专
辑
）、
大
城
县
政
协
文
史
委
员
会
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
一
─
一
四
八
頁
。

（
16
）  

前
掲
《
辛
亥
革
命
回
憶
録
》
第
六
集
、
文
史
資
料
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
五
九
─
六
〇
頁 

。

一
方
、
韓
の
文
章
は
、
物
語
で
あ
ま
り
信
頼
で
き
な
い
こ
と
は
、
趙
潤
生
を
は
じ
め
い
く
つ

か
の
研
究
論
文
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）  

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
五
四
頁
。

（
18
）  

代
表
的
論
著
は
趙
潤
生
、
馬
亮
寛
著
《
辛
亥
滦
州
兵
諌
与
滦
州
起
义
》
天
津
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
。

（
19
）  

董
方
奎《
論
滦
州
兵
諌
和
士
官
三
杰
》《
歴
史
研
究
》、
一
九
八
一
年
第
一
期
、
五
九
頁
。

（
20
）  「
張
紹
曽
立
憲
軍
之
義
条
」、（
杜
春
和
編
《
辛
亥
滦
州
兵
諌
函
电
資
料
选
》《
近
代
史
資
料
》
総

九
一
号
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
六
九
、七
〇
頁
。

（
21
）  

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
五
五
頁
。

（
22
）  

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
五
六
～
五
五
九
頁
、
参
照
。

（
23
）  

呉
禄
貞
は
十
月
三
〇
日
部
下
吴
鸿
昌
へ
の
書
翰
に
記
し
て
い
う
、＂
昨
奉
军
咨
府
命
、 

来
滦
开

导
东
省
军
队
、 

再
四
察
核
、 

并
无
妄
举
、 

而
且
秩
序
井
然
、 
士
气
愤
发
、 

所
要
求
改
良
政
治
、 

亦
属
国
家
要
图
、 

现
联
合
三
镇
、
五
镇
、
二
十
镇
、
混
成
第
二
协
、 
作
秦
庭
之
哭
、 

为
四
万
万

同
胞
请
命
、 

决
非
大
逆
不
道
也
。
…
刻
已
商
定
、 

如
政
府
再
不
允
所
请
、 
各
军
均
向
北
京
进

发
、 

驻
扎
京
师
附
近
、 

一
面
要
求
改
良
政
治
、 

一
面
命
令
革
命
军
及
第
一
军
停
战
、 

以
救
生

民
涂
炭
之
苦
、
照
会
各
国
不
必
干
涉
。
现
时
已
分
电
各
省
、 

已
允
响
应
、 

题
目
正
大
、 

主
动
又

文
明
、 

中
国
存
亡
、 

全
仗
此
举
。
…
现
时
各
军
联
合
名
日
立
宪
军
、 

我
军
亦
应
高
举
义
旗
、 

首

先
赞
助
、 

军
界
幸
甚
、 

国
家
幸
甚
！
＂（《
罗
正
纬《
滦
州
革
命
纪
實
初
稿
》、 

第
五
五
頁
）。

（
24
）  

十
九
箇
条
が
あ
り
、
張
紹
曽
の
十
二
箇
条
政
綱
よ
り
、
皇
帝
大
権
の
強
調
で
後
退
と
言
わ
ざ

る
を
え
な
い
が
、
必
ず
し
も「
骨
抜
き
」と
は
い
え
な
い
と
筆
者
は
感
じ
る（
杜
春
和
編《
辛
亥

滦
州
兵
諌
函
電
資
料
選
》《
近
代
史
資
料
》総
九
一
号
、
六
一
頁
）。

（
25
）  

韩
锋《
辛
亥
革
命
回
憶
录
》（
六
）、
文
史
資
料
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
五
九
－
六
〇
頁
。

（
26
）  

趙
潤
生
、
馬
亮
寛
《
略
論
辛
亥
滦
州
兵
諌
》
聊
城
师
范
学
院
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）、

二
〇
〇
一
年
第
四
期
、
二
九
頁
。

（
27
）  

最
近
、
董
叢
林
が《“
滦
州
兵
諌
”与“
十
九
信
条
”出
台
》の
論
文
に
お
い
て
、
資
政
院
の
十
九
信

条
は
張
紹
曽
の
十
二
箇
条
政
綱
の
骨
抜
き
で
は
な
く
、「
全
面
、
規
範
化
の
進
歩
」だ
と
そ
の
同

質
性
を
論
じ
、
ま
た
張
紹
曽
も
こ
の
十
九
信
条
に
対
し
て「
否
定
せ
ず
、
認
可
」し
た
と
し
て
い

る（《
河
北
師
範
大
学
学
報
・
哲
学
社
会
科
学
版
》二
〇
一
三
年
第
一
期
、
四
四
頁
、
参
照
）。

（
28
）  《
新
中
国
建
設
問
題
》前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
六
六
頁
。

（
29
）  

十
一
月
三
日「
張
紹
曽
致
軍
諮
府
電
」（
杜
春
和
編《
辛
亥
滦
州
兵
諌
函
電
資
料
選
》《
近
代
史
資

料
》総
九
一
号
、
六
二
頁
）。
な
お
、
趙
潤
生
、
馬
亮
寛
は
前
掲《
略
論
辛
亥
滦
州
兵
諌
》に
お
い
て
、

こ
の
電
文
を
以
て
、
張
紹
曽
が
十
九
信
条
に
対
す
る
反
発
だ
と
し
て
い
る
が（
二
五
頁
）、
日
付
を

見
れ
ば
、
こ
の
電
報
は
同
日
の
行
き
違
い
の
電
文
で
、
こ
の
時
点
で
、
張
は
ま
だ
十
九
信
条
の
内

容
を
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。ま
た
電
文
も
十
九
信
条
の
内
容
に
触
れ
て
い
な
い
。

（
30
）  「
張
紹
曽
草
拟
立
憲
軍
之
義
条
」（
前
掲
杜
春
和
編《
辛
亥
滦
州
兵
諌
函
電
資
料
選
》）六
九
頁
。

（
31
）  「
復
張
紹
曽
電
」章
開
沅
編《
呉
禄
貞
集
》、華
中
師
範
大
学
出
版
社
、一
九
八
九
年
、二
七
〇
頁
。

（
32
）  

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
六
〇
～
五
六
一
頁
。

（
33
）  《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》に
お
い
て「
次
帥
」と
会
う
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
趙
爾
巽
の
号「
次
珊
」

の
隠
語
で
あ
る
。

（
34
）  

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
六
一
頁
。

（
35
）  

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
六
一
頁
。

（
36
）  JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.B03050616600

、
清
国
革
命
動
乱
ニ
関
ス
ル
地

方
雑
報
、№

28. （
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

（
37
）  

胡
縄
武
、
金
沖
及《
辛
亥
革
命
史
稿
》第
四
巻
、
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
四
〇
一
頁
。

（
38
）  

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
六
二
頁
。

（
39
）  

楊
天
石
は《
康
有
為
的
聯
満
倒
袁
計
劃
》に
お
い
て
、＂二
人
間（
呉
禄
貞
、
潘
若
海
）有
某
種
協

議
是
肯
定
的
。
梁
啓
超
回
国
之
所
以
如
此
踌
躇
満
志
、
与
他
和
呉
禄
貞
、
張
紹
曽
之
間
的
聯

繫
顕
然
有
関
＂と
密
謀
の
内
容
を
肯
定
し
て
い
る（《
復
旦
学
報
・
社
会
科
学
版
》一
九
九
七
年

第
六
期
、
六
七
頁
）。

（
40
）  

馬
亮
寛《
試
論
辛
亥
滦
州
兵
諌
与
立
憲
派
之
関
係
》（《
聊
城
大
学
学
報
・
哲
学
社
会
科
学
版
》、

山
東
・
二
〇
〇
二
年
第
六
期
）、
三
八
頁
。

（
41
）  《
南
海
先
生
年
譜
続
編
》《
康
南
海
先
生
遺
著
匯
刊
》 （
二
二
）、台
湾
・
宏
業
書
局
、一
九
七
六
年
、

八
九
頁
。

（
42
）  

原
文
は「
欲
跻
于
治
安
、
宜
効
英
之
存
虚
君
、
而
事
勢
之
最
顺
者
、
似
莫
如
就
現
皇
統
而
虚
存

之
」《
饮
冰
室
合
集·

文
集
》之
二
十
七
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
、
四
五
頁
、
参
照
。
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（
43
）		
孟
祥
才《
梁
啓
超
伝
》北
京
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
五
六
頁
。

（
44
）		
李
喜
所
、
元
青
著《
梁
啓
超
伝
》人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
二
七
八
頁
。

（
45
）		

丁
未
年
五
月
、
新
政
派
の
岑
春
煊
、
瞿
鴻
機
と
奕
劻
、
袁
世
凱
派
の
間
の
対
立
、
軋
轢
。

一
九
〇
六
年
、
奕
劻
ら
は
雲
南
片
馬
民
乱
の
鎮
撫
を
理
由
に
、
岑
を
雲
貴
総
督
に
任
命
し
、

中
央
か
ら
追
い
出
そ
う
と
し
た
が
、
岑
は
病
気
と
称
し
て
上
海
に
と
ど
ま
り
、
政
局
を
見
守
っ

た
。
間
も
な
く
政
敵
袁
世
凱
の
失
脚
を
確
認
す
る
と
、
一
九
〇
七
年
五
月
上
京
し
て
慈
禧
と

会
い
、
改
革
を
訴
え
、
郵
傳
部
尚
書
の
職
を
得
た
。
慈
禧
の
威
光
を
借
り
て
す
か
さ
ず
敵
党

勢
力
の
粛
清
に
着
手
し
、
京
城
で
は
、
政
治
の
中
枢
は
瞿
鴻
機（
軍
機
大
臣
、
新
政
派
の
代
表

官
僚
），
岑
春
煊
に
乗
っ
取
ら
れ
る
観
を
呈
し
た
。
間
も
な
く
、
奕
劻
と
袁
世
凱
の
反
撃
及
び

捏
造
写
真
（
岑
春
煊
と
梁
啓
超
が
一
緒
に
写
っ
た
も
の
）
に
よ
る
誣
告
で
、
岑
は
一
ヶ
月
足
ら

ず
で
北
京
を
さ
り
、
両
広
総
督
に
左
遷
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
上
海
に
と
ど
ま
り
、
赴
任
地
に

行
か
な
か
っ
た
た
め
、
両
広
総
督
の
職
も	「
开
缺
」（
免
職
）さ
れ
、
辛
亥
革
命
ま
で
四
年
間
、

政
治
の
中
枢
を
離
れ
、
上
海
に
隠
居
し
た
。

（
46
）		「
渡
清
日
記
」、
犬
養
木
堂
記
念
館
蔵
。

（
47
）		

尊
簋（1882-1931

）字
伯
器
、
軍
政
府
軍
務
部
長
、
日
本
陸
士
三
期
生
。

（
48
）		

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
八
一
頁
。

（
49
）		

易
経
の「
巩
用
黄
牛
之
革
」（
占
い
用
語
）よ
り
と
っ
た
一
字
、
革
命
党
の
隠
語
と
思
わ
れ
る
。

（
50
）		

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
八
二
頁
。

（
51
）		

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
八
四
頁
。

（
52
）		

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
八
五
頁
。

（
53
）		

麦
の
報
告
に
よ
る
と
、
彼
は
、
岑
春
煊
が
軍
を
動
員
す
る
た
め
の
資
金	

「
一
、二
百
万
」	
を
柏

原
文
太
郎〔
日
本
側
〕に
期
待
し
て
い
た
よ
う
だ
。	

（
54
）		《
岑
春
煊
致
袁
世
凯
电
》《
民
立
报
》上
海
・
一
九
一
二
年
一
月
十
日
。

（
55
）		

前
掲
丁
文
江
、
趙
豊
田
編《
梁
啓
超
年
譜
長
編
》、
五
八
六
頁
。

（
56
）		

時
任
英
人『
犬
養
毅
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
相
剋
』論
創
社
、
一
九
九
八
年
、

九
〇
頁
。

（
57
）		「
清
国
を
世
界
に
類
無
き
君
主
共
和
政
体
と
な
す
べ
し
」（『
新
公
論
』二
六
巻
二
号
、一
九
一
一
年
、

一
四
頁
）の
論
に
お
け
る
犬
養
自
身
の
表
現
で
は
、「
君
主
共
和
制
」と
な
る
が
、「
君
主
」の
存
在

と「
憲
政
」の
両
者
は
そ
の
構
想
に
お
け
る
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。「
共
和
制
」の
言
葉
は
孫
文
政

権
へ
の
配
慮
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
革
命
後
の
政
論
発
言
で
あ
る
が
、
犬
養
は「
康
有
為
の
時
代
は

そ
れ
か
ら
来
る
の
で
憲
政
が
施
さ
れ
た
ら
彼
一
派
は
愈
々
潑
溂
た
る
新
生
面
を
開
く
こ
と
に
為

る
」と
述
べ
て
い
る（
川
崎
克
編『
木
堂
政
論
集
』文
會
堂
書
店
、
一
九
一
三
年
、
二
〇
六
頁
）。
こ

こ
か
ら
も
、
現
実
と
は
別
の
、
犬
養
の
政
権
形
態
の
理
想
像
が
窺
え
る
。

（
58
）		

犬
養
は
一
九
一
二
年
一
月
中
旬
一
時
帰
国
し
た
際
、
日
本
の
政
府
部
内
で
南
京
臨
時
政
府
の

公
認
を
訴
え
、
ま
た
、
中
国
の
将
来
の
政
治
体
制
に
つ
い
て
も	

「
必
ず
共
和
制
実
現
の
下
に

落
着
す
」	

と
発
言
し
て
い
た（『
萬
朝
報
』一
九
一
二
年
一
月
一
八
日
）。

（
59
）		

前
掲
時
任
英
人『
犬
養
毅
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
相
剋
』、
一
七
頁
。

（
60
）		「
南
北
妥
協
に
就
い
て
」『
木
堂
談
叢
』博
文
堂
、
一
九
二
二
年
、
九
八
頁
。

（
61
）		

古
島
一
雄『
一
老
政
治
家
の
回
想
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
五
二
年
、
一
二
四
頁
。

（
62
）		

孫
文
は
、
南
京
臨
時
革
命
政
府
の
臨
時
大
統
領
に
選
ば
れ
た
直
後
一
二
月
三
〇
日
、
ま
ず
上

海
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に
大
陸
浪
人
の
一
団
を
招
き
感
謝
の
意
を
表
し
、
翌
年
一
月
六
日
の
臨

時
大
統
領
就
任
式
に
も
、
犬
養
、
頭
山
ら
を
貴
賓
と
し
て
招
き
、
複
数
の
顧
問
辞
令
を
交
付

し
た
。
の
ち
孫
文
は
革
命
成
功
を
記
念
す
る
『
建
国
方
略
』
に
、
犬
養
毅
を
始
め
、
大
陸
浪
人

を
功
労
者
と
し
て
一
々
名
を
上
げ
て
讃
え
、
ま
た
そ
の
事
績
を
「
後
日
の
革
命
党
史
」
に
残
す

こ
と
を
約
束
し
た（『
孫
文
選
集
』第
二
巻
、
社
会
思
想
社
、
一
三
九
頁
）。

（
63
）		

例
え
ば
、
宮
崎
滔
天
は
当
初
か
ら
、「
今
や
支
那
は
青
年
の
天
下
也
。
孫
黄
の
天
下
也
。
ナ
マ

ジ
古
役
人
〔
岑
を
指
す
〕
を
用
ゆ
る
は
却
つ
て
禍
を
の
こ
す
所
な
り
」（『
宮
崎
滔
天
全
集
』
第

五
巻
、
三
七
九
頁
）と
犬
養
毅
の
こ
の
姿
勢
を
批
判
し
、
こ
う
し
た
犬
養
の
革
命
へ
の
不
実
は
、

結
局
滔
天
を
し
て
犬
養
か
ら
離
反
し
た
理
由
に
な
っ
た
と
、
時
任
英
人
が
指
摘
し
て
い
る（
前

掲
時
任
英
人『
犬
養
毅
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
相
剋
』、
一
〇
五
頁
）。

（
64
）		

姜
克
實「『
連
帯
』
と
は
何
か

─
ア
ジ
ア
主
義
の
理
論
解
析
」（『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』

六
〇
号
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
、
一
一
二
頁
。

（
65
）		「
孫
逸
仙
の
人
物
」、
川
崎
克
編『
木
堂
政
論
集
』文
會
堂
書
店
、
一
九
一
三
年
、
二
〇
二
頁
。

（
66
）		「
孫
逸
仙
は
一
代
の
大
人
物
」、『
宮
崎
滔
天
全
集
』巻
一
、五
〇
四
頁
。
但
し
、
滔
天
は
犬
養
と

違
い
、
人
格
者
以
外
、
孫
文
と「
革
命
」と
い
う
理
想
面
で
の
共
鳴
も
あ
っ
た
。

（
67
）		
野
村
浩
一「
犬
養
毅
と
中
国
革
命
」『
中
央
公
論
』、
四
二
一
頁
。

（
68
）		

時
任
英
人
「
犬
養
毅
と
中
国
」『
政
治
経
済
史
学
』
二
一
〇
、一
九
八
四
年
一
月
、
二
三
頁
、
注

六
を
参
照
。


